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ふじみ野市消防団
特 集

今月号の表紙
「二十歳の集い」

1月１３日にステラ・ウェストで開催した「二
十歳の集い」で、久しぶりに懐かしい友人
たちと再会し、記念写真を撮る様子。個人住民税の申告および簡易な所得税の相談
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仕事も大事、家族も大事、
まちだって大事、そしてこの仲間たちも大事。

私たちは全てを守りたい。それが、我々消防団です。

仕事も大事、家族も大事、
まちだって大事、そしてこの仲間たちも大事。

私たちは全てを守りたい。それが、我々消防団です。

ポンプ操法訓練（夜間）

消防団の主な年間活動

7月

8月

9月

11月

12月
1月

操法大会
おおい祭り警護・車両展示
上福岡七夕まつり警護
消防活動訓練（風水害）
火災防御訓練
秋の火災予防キャンペーン
総合防災訓練
特別点検
歳末特別警戒
出初式

平常時には、消火、防災訓練、応急手当
の指導、防火・防災啓発活動のほか、消
防車両、機械器具の点検などを行って
います。

　
消
防
団
は
、そ
の
地
域
に
住
ん

で
い
る
人
、
働
い
て
い
る
人
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
消
防
機
関

の
一
つ
で
す
。

　
団
員
の
身
分
は
非
常
勤
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。会
社
員

や
農
家
、自
営
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
人
が
所
属
し
て
い
て
、普
段
は

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、

火
災
や
大
規
模
災
害
発
生
時
に

は
現
場
に
駆
け
付
け
、地
域
の
災

害
防
御
対
応
に
当
た
り
ま
す
。

　
消
防
団
は
全
国
に
２
１
７
４

あ
り
、74
万
６
６
８
１
人
の
団
員

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。ふ
じ
み
野

市
の
消
防
団
は
、上
福
岡
市
と
大

井
町
合
併
と
同
じ
平
成
17
年
10

月
１
日
に
誕
生
し
、１
団
10
分
団

１
０
５
人
の
団
員
が
、そ
れ
ぞ
れ

の
管
轄
地
域
を
中
心
に
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、団
員
は
男
性
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。現
在
、
10
人
の

女
性
団
員
が
市
の
防
災
訓
練
へ

の
参
加
協
力
、地
域
の
高
齢
者
世

帯
へ
の
防
火
訪
問
や
応
急
救
護

手
当
の
講
習
な
ど
、き
め
細
か
い

防
火
啓
発
活
動
や
広
報
活
動
な

ど
を
し
て
い
ま
す（
市
消
防
団
の

人
数
は
い
ず
れ
も
令
和
６
年
12

月
末
日
現
在
）。

　
消
防
団
は
、災
害
時
は
消
防
本

部
と
と
も
に
消
防
活
動
を
行
い
、

平
常
時
は
地
域
で
火
災
を
予
防

す
る
啓
発
活
動
や
訓
練
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、分
団
ご
と
に
定
例

会
議
や
器
材
点
検
を
行
い
、い
つ

で
も
迅
速
に
出
動
で
き
る
よ
う

態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。

ふじみ野
市

５～6月 ポンプ操法7月 消防活動訓練（風水害）8月 火災防御訓練9月

秋の火災予防キャンペーン
（産業まつり）11月 ふじみ野市総合防災訓練11月 特別点検11月 消防出初式1月

消防団
FUJIMINO SHI VOLUNTEER FIRE CORPS

FUJIMINO SHI VOLUNTEER FIRE CORPS

危機管理防災課（　049・262・9017）TEL問
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ふじみ野
市

消防団 FUJIMINO SHI VOLUNTEER FIRE CORPS

●本業と消防団入団のきっかけ
　都内の警備、ビルメンテナンス会社で営業をしていま
す。消防団に入団したのは、令和5年4月です。私の父が地
元の消防団に入団していたので、その影響を受けたと思
いますが、自らの意思で入団を申し込みました。私はふ
じみ野市が地元ではないので、自分が暮らす地域のコ
ミュニティに参加したいという思いも大きかったです。
●消防団に入団してよかったこと・大変なこと
　良かった点は、憧れの消防服に身を包めたことと消防
車の運転ができたことです。幼いころ、消防団の活動を
している父が格好いいなと思っていましたので。貴重な
経験もできるので、楽しいです。大変なことは専門用語
が多いことですね。自分の仕事の用語と似ているので勘
違いして、動作を行ってしまったことがあります。
●消防団のイメージ
　入団前は、年上で自営業の方が多いかなと思っていま
したが、実際は年齢の近い方が多く、皆さん親切で接し
やすかったです。いろいろな職業の方がいることにも驚
きました。
●家族から一言
　平時からお祭りでの警備や歳末特別警戒での巡回な
どさまざまな活動をしていることに驚きました。息子も
消防車の「カンカーン」という警戒音が聞こえると「パパ
がんばれ～」と応援していますし、市の総合防災訓練で
初期消火訓練にも参加しました。息子にも消防団の活動
を身近に感じてもらえたらいいなと考えています。

星野 昂樹さん会社員 第7分団

●本業と消防団入団のきっかけ
　市内の生命保険会社で営業をしています。消防団に入
団したのは平成31年4月で、仲の良い友人が消防団に入
団していて、声をかけてくれたことがきっかけです。
●消防団に入団してよかったこと・大変なこと
　ふじみ野市女性消防団は大学生から50代まで、さらに
職業もさまざまですが、「消防団を通じてできることは何
か」を常に考えて活動している人たちばかりで、とても良
い刺激をもらっています。また、仕事中に事故や高齢者の
自転車の転倒などに遭遇することが多かったので、救命
講習の資格を取得できたことも有意義な活動につながっ
ていると思っています。素敵な仲間を募集しています。
●消防団のイメージ
　いとこ（男性）が消防団員でしたので、消火活動や地域
の火災予防、消防車の展示などは知っていましたが、入
団前は女性消防団の存在を知りませんでした。入団当初
はとにかく活動日に出席するようにして、何か役に立て
ればとお祭りや学校行事、救命講習などに参加しまし
た。おかげさまで、少しずつ活動が分かってきたという
感じです。地域の人たちとの交流や防災意識の向上に必
要な活動だと感じています。
●家族から一言
　暑い日も寒い日も朝早くから仕事もあるので「大変な
のでは」と思いますが、やりがいをもって活動している
ので、くれぐれも無理せず体調第一で続けてほしいで
す。応援しています。

坂爪 佳子さん会社員 女性団員

●本業と消防団入団のきっかけ
　大学生です。救急救命士を目指していて、帝京大学の
医療技術学部スポーツ医療学科救急救命士コースで学
んでいます。部活動はライフセービング部に所属してい
ます。消防団に入団したのは令和5年7月で、大学の指導
教官から地元の消防団に入るよう勧められたのがきっ
かけです。
●消防団に入団してよかったこと・大変なこと
　良かった点は、活動を通じて学生生活では関わること
のないいろいろな方々と知り合えたことです。ただ、講
習やイベントなど興味のある活動がたくさんあるので
すが、学業との両立が難しく全てに参加することができ
ないことが残念です。
●消防団のイメージ
　初めは、消防署の消火活動の補助を行っているイメー
ジでしたが、入団してみるとそれだけではなく、七夕ま
つりなどのさまざまなイベントを通じて、消防署と連携
しながら防災や救命について地域の方々の意識を高め
るための活動をしていることを知りました。とても大切
なことだと思っています。
●家族から一言
　中学生のときに救急救命士になりたいと言ったこと
には驚きましたが、社会貢献の出来る職業を目指してい
ることを誇らしく思っています。まだまだ学ぶことは多
いとは思いますが、頑張って夢を叶えて欲しいと応援し
ています。

髙品 桃さん大学生 女性団員

●本業と消防団入団のきっかけ
　本業は専業農家です。消防団に入団したのは平成27年
4月1日で、現在は第10分団の副分団長を務めています。
結婚を機に妻の実家の農業を継ぐことになり、周りの農
業の先輩方から消防団を勧められたのがきっかけです
ね。
●消防団に入団してよかったこと・大変なこと
　良かった点としては、農業という仕事柄、家族経営で
あり、職住近接です。消防団のおかげで他業種の方たち
と接する機会が増え、その結果、いろいろな情報が得ら
れようになり、視野が広がりました。
　入団後に2人の子どもに恵まれました。大変と言える
かどうか分かりませんが、当時、仕事、子育て、消防団活
動の3つを成り立たせるために奮闘したなということが
思い出されます。しかし、常に団の仲間や家族に支えら
れ、子どもとともに、私も成長させてもらったと今では
感謝しています。
●消防団のイメージ
　入団前は、いつ起こるかわからない火災に対応するこ
とから、不規則な生活になってしまうかなと思っていま
した。現在は、各分団の状況は違えども、団結して自分た
ちのまちを守る、素晴らしい組織だと思っています。
●家族から一言
　地域のためにも、ずっとカッコいいお父さんとして頑
張ってください。

岡部 義伸さん農 家 第10分団
おか　べ よし のぶたか しな ももさか づめ けい　こほし　の たか　き
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ふじみ野
市

消防団 FUJIMINO SHI VOLUNTEER FIRE CORPS

消防団ヒストリー

第3分団
（分団長 土屋弘二）

第1分団
（分団長 加藤恵一）

第2分団
（分団長 雪平泰利）

第4分団
（分団長 玉田瑞樹）

第9分団
（分団長 岸澤隆良）

第6分団
（分団長 金子竜太）

第7分団
（分団長 神木良太）

第5分団
（分団長 新井貴陽） 第8分団

（分団長 塩野宏和）

第10分団
（分団長 津波古年生）

　
ふ
じ
み
野
市
消
防
団
は
、団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ち
と
、こ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
人
た
ち

の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
、皆
さ
ん
の
入

団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
入
団
資
格
】

ふ
じ
み
野
市
、
富
士
見
市
、
三
芳
町
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
す
る
満
18
歳
以
上
で
、心
身
と
も

に
健
康
な
男
女

【
主
な
活
動
内
容
】

■
火
災
や
地
震
、台
風
な
ど
の
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、消
防
署
と
連
携
し
た
消
火
活
動
や

救
助
活
動

■
火
災
予
防
の
広
報
活
動

■
専
門
的
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の

消
火
訓
練
、救
助
訓
練

【
身
分
】

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

【
待
遇
】

■
一
定
額
の
年
額
報
酬
と
災
害
出
動
や
訓
練

に
参
加
し
た
場
合
に
出
動
報
酬
を
支
給
し

ま
す
。ま
た
、５
年
以
上
の
勤
務
に
対
し
て

は
退
職
報
償
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
消
防
活
動
中
の
負
傷
な
ど
に
対
し
て
の
公

務
災
害
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
消
防
団
の
活
動
に
必
要
な
制
服

や
活
動
服
な
ど
を
貸
与
し
ま
す
。

【
申
込・問
合
せ
】

入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
消
防
本

部
警
防
課（
　
０
４
９・
２
６
１・
６

６
５
９
）

　ふじみ野市消防団は、団本部、10の分団、女性消防団、
機能別消防団で構成されています。
　分団は、団員3人～11人で構成されています。各分団に
は管轄区域がありますが、火災時などの緊急時には、全分
団が出動して活動に当たります。

あ
な
た
も

消
防
団
員
に
な
っ
て

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
消
防
本
部
　
　
　

中
川 

一
諭

地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

必
要
不
可
欠
な
消
防
団

　ふじみ野市消防団の皆さまにおかれまして
は、郷土愛と地域への献身の精神に基づき、生業
の傍ら昼夜を分かたず消防団活動にまい進され
ておりますことに敬意を表しますとともに、そ
の活動を支えていただいているご家族や職場の
皆様にも深く感謝申し上げます。
　昨年1月に発生した能登半島地震など未曽有
の大災害ほか、武力攻撃等の事態においても消
防団は重要な役割を担っており、消防防災の
リーダーとして地域に密着した消防団の存在
は、安全・安心な地域社会を形成する上で必要不
可欠です。
　消防団と消防署が一致団結し、地域住民の期
待に応えるようご尽力いただくとともに、ふじ
み野市消防団のさらなる発展をお祈り申し上げ
ます。

ふ
じ
み
野
市
消
防
団
　
　
　

島
田 

智
之

地
域
を
守
る
た
め
に

あ
な
た
の
力
も
貸
し
て
ほ
し
い

　地域住民の皆さまには平素より当消防団に対
しご協力を賜り感謝申し上げます。
　当消防団は、令和7年で結成から20年を迎えま
す。団員は、「自分たちのまちは自分たちで守る」
という理念のもと、自らの仕事をしながら、地域
に密着して活動しています。
　近年、火災だけではなく、風水害が頻発化、激
甚化しています。また、首都直下地震など大規模
災害が発生するとも言われています。そのよう
な災害に対応できるよう、風水害対応研修、火災
防御訓練、ポンプ操法など消防本部との連携や
分団の体制強化とともに、女性団員の活躍も推
進しています。
　団員の減少が課題となっています。私たちと
ともに、地域の安全・安心を守るために活動いた
だける方をお待ちしています。

消防団員
募集!

　消防団の歴史は古く、江戸時代に町火消とし
て発足したといわれています。町火消は、将軍吉
宗が命じた大岡越前守によって組織された、町
組織としての火消組でした。各火消組に「いろ
は」などの名前を付けたことで、名誉を競って働
く精神が生まれ、消防の発展に貢献しました。
　明治時代になると、町火消は東京府に移管さ
れ、消防組と改められ、その後、内務省や東京警
視庁に移されるなど、消防組織は変遷しました。
全国的には、公設消防組は少なく、ほとんどが自
治組織としての私設消防組でした。
　昭和時代に入ると、国際情勢の悪化に伴い、国
防体制の整備が急がれます。消防組とは別に昭
和5年に誕生した防護団が設立されました。防
護団は法令に基づくものではなく市町村長に

よって任意に設置される団体で、消防組員が兼
務していることが多く、昭和14年には警防団令
が公布され、消防組と防護団を合体させた警防
団が発足しました。警防団は、警察の補助機関と
して水火消防業務に加えて防空の任務も担うよ
うになります。
　戦後、米国調査団の報告により、警察と消防の
分離が勧告されました。昭和22年には、消防組
織法が公布され、消防が警察から分離独立する
とともに市町村の責務に移されます。その後、昭
和23年に消防組織法の一部を改正する法律が
施行され、消防組織法に根拠を置く「消防団」が
誕生し、「自分たちの地域は自分たちで守る」と
いう精神を常に引き継いで現在に至ります。

消
防
長

団
長

TEL
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ふじみ野市の会場で受け付けできない申告

・令和5年以前分の所得税の申告
・分離課税所得（土地、建物、株式の譲渡・配当

所得など）
・青色申告
・住宅借入金等特別控除
・ストック・オプション
・準確定申告
・外国税額控除
・給与所得者の特定支出控除
・贈与税
・相続税に係る生命保険等契約に基づく年金の申告
・消費税の申告
・国外に居住している親族を扶養親族とする申告
・その他高度な判断を要する内容の申告相談

受
付
内
容

①
個
人
住
民
税
の
申
告

②
令
和
６
年
分（
１
～
12
月
分
）の

簡
易
な
所
得
税
の
申
告
相
談

　

給
与
、
公
的
年
金
、
営
業
、
農

業
、
不
動
産
な
ど
の
収
入
申
告
と
、

医
療
費
、
生
命
保
険
料
、
社
会

保
険
料
な
ど
の
控
除

持
ち
物

①
申
告
者
名
義
の
預
金
口
座
番
号

の
分
か
る
も
の

②
収
入
証
明
書
類〈
表
１
〉

③
所
得
控
除
証
明
書
類〈
表
２
〉

④
税
務
署
か
ら
届
い
た
確
定
申
告

書
や
通
知
な
ど（
あ
る
人
の
み
）

⑤
本
人
確
認
書
類〈
表
３
〉

⑥
利
用
者
識
別
番
号（
電
子
申
告

「e-Tax

」を
使
用
す
る
た
め
に

必
要
な
16
桁
の
番
号
）が
分
か

る
書
類（
あ
る
人
の
み
）

郵
送
申
告
の
提
出
書
類

①
令
和
７
年
度（
令
和
６
年
１
月

～
12
月
分
）市
民
税・県
民
税
申

告
書

②
収
入
証
明
書
類〈
表
１
〉

③
所
得
控
除
証
明
書
類〈
表
２
〉

④
本
人
確
認
書
類〈
表
３
〉の
写
し

提
出
先　
税
務
課
市
民
税
係

　
〒
３
５
６・８
５
０
１

　
ふ
じ
み
野
市
福
岡
1・1・1

①番号確認書類
本人の個人番号を確認できる書類

②本人確認書類
記載した個人番号の持ち主で
あることを確認できる書類

A  通知カード（記載事項に変更がない場
合のみ可）

B  住民票の写しまたは住民票記載事
項証明書（個人番号の記載があるもの
に限る）
A・Bのうちいずれか1つ

運転免許証、健康保険証、 
パスポート、障害者手帳、 
在留カード

などのうち1つ

〈表3〉本人確認書類（例）　
　マイナンバーカードを持っている人はマイナンバーカードのみ、マイ
ナンバーカードを持っていない人は①と②が必要です。

控除の種類 必要な証明書類

医療費控除
※従来の医療費控
除とスイッチOTC薬
控除（医療費控除の
特例）との選択制で
す。

従来の医療費控除を申告する場合
記入済みの「医療費控除の明細書」

スイッチOTC薬控除を申告する場合
①記入済みの「セルフメディケーション税制の明細書」
②健康の保持増進および疾病の予防として一定の取り
組み（特定健康診査、予防接種、定期健康診断、健康
診査、がん検診）を行ったことを明らかにする書類

社会保険料控除

支払証明書または領収書（いずれも原本）
※社会保険料控除証明用の参考資料（国民健康保険
税、介護保険料、後期高齢者医療保険料〈普通徴収分〉
の納付額）は、はがきで1月下旬に送付しています。

生命保険料控除
地震保険料控除

控除証明書（原本）

障害者控除 障がいの程度が記載されている手帳または障害者控除
対象者認定書など

雑損控除

①記入済みの「被災した住宅、家財等の損失額の計算
書」
②り災証明書（写しでも可）
③損害を受けた資産の明細（資産の内容、取得時期、
取得価額、構造）の分かるもの
④損害に対して支出した金額・受け取った保険金など
の金額が分かるもの（昨年、雑損控除を受けている人
は昨年の申告書の控え）

扶養控除 市外に居住する人を扶養する場合は、その人の本人
確認書類の写し

寄附金控除 寄附金額を証明する書類

〈表2〉所得控除証明書類（例）〈表1〉収入証明書類（例）
所得の種類 必要な証明書類

給与所得（パート・
アルバイトを含む）

源泉徴収票原本
※給与所得や公的年金などの源泉徴収票は、申告書に記
載があれば添付不要です。ただし、市役所などで申告書
を作成する場合は、必ず持参してください。源泉徴収票
がなく給与明細などの収入が分かるものがある場合、個
人住民税の申告のみ受け付けます。この場合、所得税の
還付申告は受け付けません。

公的年金等所得

営業等、農業、
不動産所得

①記入済みの「収支内訳書」
②その計算根拠となる帳簿
③領収書

雑所得・一時所得 その所得を証明できる書類（通知書・領収書など）

 税務課（ 049・２６２・９０１１）、川越税務署（ 049・235・9411）

個人住民税の申告および

簡易な所得税の相談
２月

 １2日㈬

３月

 １7日㈪▶
　
申
告
期
間
中
は
来
場
者
が
多
く
、
例
年
大
変
混
雑
し
ま
す
。

２４
時
間
い
つ
で
も
自
宅
か
ら
ス
マ
ホ
で
簡
単
に
で
き
るe-Tax

（
国
税
電
子
申
告
）に
よ
る
確
定
申
告
や
、
郵
送
申
告
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

個人住民税の申告が必要な人フローチャート
スタート

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

はい

いいえ
はい

令和７年１月１日現在、
ふじみ野市に住所がありましたか？

①～③に当てはまるものがありますか？
①収入金額が記載された税の各種証明書（課税［非課税・所
得］証明書）が必要となる
②国民健康保険（１６歳以上）、介護保険、後期高齢者医療保
険、いずれかの被保険者である
③子どもが保育所などを利用中または利用予定である（育児
休業などで休職中の場合も申告が必要）

令和６年１月１日～１２月３１日の間に
収入がありましたか？

源泉徴収票の内容以外に、
追加する控除などはありますか？

収入は給与収入だけですか？

源泉徴収税額がありますか？ 

扶養になっていますか？

税務署に所得税の確定申告書を提出しますか？（※）

令和７年１月１日現在、ふじみ野市に事務所・事業所、
自己または家族のための屋敷がありますか？

申告は不要です

申告は不要です

申告が必要です

申告が必要です
市民税・県民税申告書の左上の
「令和６年中に収入のなかった方」
のチェック欄にチェックしてください。 申告は不要です

給与収入は１カ所で、勤務先から給与
支払報告書が提出されていますか？

申告が必要です申告が必要です

（※）収入が公的年金のみの人（国外年金を除く）　公的年金収入金額の合計額が４００万円以
下で、公的年金などにかかる雑所得以外の所得が２０万円以下となる人は、原則所得税の申
告は不要です。この場合、公的年金の支払者から送付される源泉徴収票の内容で計算するた
め、源泉徴収票に記載の所得控除以外で追加するもの（社会保険料控除、生命保険料控除、
扶養控除など）がある場合は、市民税・県民税の申告が必要です。申告は不要です

会場 日程 受付地域

市
役
所
本
庁
舎
５
階

Ａ
大
会
議
室

２月

１２日㈬・１３日㈭ 上ノ原・上野台・大原
１４日㈮・１７日㈪ 川崎・北野・滝・中丸・花ノ木・福岡・元福岡
１８日㈫・１９日㈬ 上福岡・福岡武蔵野・中ノ島・中福岡
２０日㈭・２１日㈮ 新田・築地・仲・西原・福岡中央・富士見台・松山・本新田
２５日㈫・２６日㈬ 池上・霞ケ丘・駒西・駒林・駒林元町・新駒林・水宮
２７日㈭・２８日㈮ 西・福岡新田・丸山・南台・谷田・清見・長宮

１５日㈯ 地域指定無し　例年大変混雑します

ゆ
め
ぽ
る
と

（
大
井
総
合
支
所
２
階
）

３月

４日㈫・５日㈬ 亀久保
６日㈭・７日㈮ 鶴ケ岡・鶴ケ舞・西鶴ケ岡・緑ケ丘

１０日㈪・１１日㈫ 大井中央・大井武蔵野・東久保・ふじみ野
１２日㈬・１３日㈭ 市沢・うれし野・苗間・旭
１４日㈮・１７日㈪ 大井・桜ケ丘

８日㈯ 地域指定無し　例年大変混雑します

　
川
越
税
務
署
で
は
、
公
的

年
金
の
受
給
者
や
給
与
所
得

者
な
ど
の
申
告
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
税
の
還
付
申

告
は
、
還
付
申
告
を
す
る

年
分
の
翌
年
１
月
１
日
か
ら

５
年
間
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
告
日
の
分
散
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

日
時・場
所

　
左
表
を
参
照
し
て
、
原
則
お
住
ま
い
の
地
域
ご
と
に
指
定
さ

れ
た
日
程
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
毎
日
、
整
理
券
配
布
に
よ
る
入
場
制
限
を
行
い
ま
す
。
受
付

で
整
理
券
を
受
け
取
り
、
庁
舎
内
に
留
ま
ら
ず
、
指
定
の
時
間

に
再
度
受
付
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。順
次
会
場
へ
ご
案
内
し
ま
す
。

　
混
雑
時
は
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

受
付
場
所　
２
月
＝
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
正
面
玄

関
左
側
）、
３
月
＝
ゆ
め
ぽ
る
と
手
前

※
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
す
る
た

め
、
一
家
族
に
つ
き
代
表
者
１
名

で
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

※
発
熱
や
風
邪
の
症
状
、
体
調
の

す
ぐ
れ
な
い
人
、
ま
た
は
同
居
家

族
な
ど
に
同
様
の
症
状
が
あ
る
人

は
来
庁
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約

　
今
年
度
よ
り
一
部
事
前
予
約
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
試
験
的
な
導

入
の
た
め
、
枠
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
左
の
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム

か
ら
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▲申告相談事前
　予約申し込み

フォーム
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●
芸
術
学
校「
室
内
で
雪
遊
び
製
作
」

日
時　
２
月
20
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時

申
込
期
限　
２
月
18
日
㈫

●
成
長
を
知
ろ
う

　
「
手
足
形
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
」

日
時　
３
月
3
日
㈪
午
前
10
時
～
11
時

申
込
期
限　
３
月
3
日
㈪
午
前
10
時

●
自
然
学
校「
春
を
探
し
に
行
っ
て
み

よ
う
～
保
育
園
の
お
友
だ
ち
と
散
歩

体
験
」（
申
込
不
要
）

日
時　
３
月
５
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

●
出
前
保
育（
申
込
不
要
・
雨
天
中
止
）

日
時　
①
2
月
26
日
㈬
②
3
月
12
日
㈬

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所　
①
亀
久
保
中
央
公
園（
亀
久
保

１
・
2
）②
西
鶴
ケ
岡
公
園（
西
鶴
ケ

岡
２
・
７
４
１
・
11
）

※
直
接
現
地
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
青
空
保
育（
申
込
不
要
・
雨
天
中
止
）

日
時　
３
月
７
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所　
亀
久
保
西
公
園（
大
井
中
央
３・

25
・
３
）

※
直
接
現
地
へ

お
越
し
く
だ

さ
い
。

 

０
４
９・２
５
６・８
６
２
３

上
野
台
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法　
2
月
20
日
㈭
午
前
9
時

30
分
か
ら
電
話
で
申
し
込
む

※
27
日
㈭
か
ら
は
窓
口
で
も
申
込
可
。

■
時
間　
午
前
10
時
～
11
時
40
分（
プ

レ
マ
マ
の
つ
ど
い
を
除
く
）

●
つ
ど
い（
交
流
の
場
）

日
程
・
対
象　
０
歳
の
子
と
親
＝
3
月

14
日
㈮

　
１
歳
の
子
と
親
＝
3
月
11
日
㈫

　
２
歳
の
子
と
親
＝
3
月
17
日
㈪

定
員　
各
16
組
程
度（
申
込
順
）

●
は
じ
め
て
の
０
歳
つ
ど
い

（
交
流
の
場
）

日
程　
3
月
７
日
㈮
・
19
日
㈬（
全
2

回
）

対
象　
初
利
用
で
0
歳
の
子
と
親

定
員　
7
組（
申
込
順
）

●
ね
ぇ
ね
ぇ
の
会（
多
胎
児
育
て
の
会
）

日
程　
3
月
３
日
㈪

対
象　
就
学
前
の
多
胎
児
を
育
児
中
の

人
ま
た
は
妊
婦

定
員　
８
組
程
度（
申
込
順
）

●
子
ど
も
の
事
故
予
防
講
座

日
程　
３
月
４
日
㈫

対
象　
１
歳
以
上
の
子
と
親

定
員　
15
組
程
度（
申
込
順
）

●
プ
レ
マ
マ
の
つ
ど
い（
妊
婦
の
交
流
）

日
時　
3
月
13
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

内
容　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
な
ど

対
象　
妊
娠
５
カ
月
を
経
過
し
た
妊
婦

●
お
話
会

日
程　
3
月
５
日
㈬

対
象　
就
学
前
の
子
と
親

定
員　
16
組
程
度（
申
込
順
）

 

０
４
９・２
９
３・４
０
６
２

大
井
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法　
2
月
20
日
㈭
午
前
9
時

30
分
か
ら
電
話
で
申
し
込
む

※
27
日
㈭
か
ら
は
窓
口
で
も
申
込
可
。

■
時
間　
午
前
10
時
～
11
時
40
分（
身

体
測
定「
き
り
ん
さ
ん
」を
除
く
）

●
つ
ど
い（
交
流
の
場
）

日
程
・
対
象　
妊
婦
、
０
歳
の
子
と
親

＝
3
月
５
日
㈬

　
１
歳
の
子
と
親
＝
3
月
12
日
㈬

　
２
歳
の
子
と
親
＝
3
月
19
日
㈬

　
3
・
4
歳
の
子
と
親
＝
3
月
11
日
㈫

定
員　
各
10
組
程
度（
申
込
順
）

●
幼
児
食
講
座

日
程　
３
月
４
日
㈫

対
象　
１
歳
以
上
の
子
と
親

定
員　
10
組
程
度（
申
込
順
）

●
は
じ
め
て
の
０
歳
つ
ど
い

（
交
流
の
場
）

日
程　
3
月
７
日
㈮
・
21
日
㈮（
全
2

回
）

対
象　
初
利
用
で
0
歳
の
子
と
親

定
員　
6
組（
申
込
順
）

●
身
体
測
定「
き
り
ん
さ
ん
」

　
（
申
込
不
要
、
セ
ル
フ
測
定
）

日
時　
3
月
17
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
15
分

対
象　
就
学
前
の
子
と
親

●
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
お
は
な
し
会

日
程　
3
月
18
日
㈫

対
象　
就
学
前
の
子
と
親

定
員　
10
組
程
度（
申
込
順
）

 

０
４
９・２
５
７・４
１
６
２

ふ
じ
み
野
ど
ろ
ん
こ
保
育
園

　
ち
き
ん
え
っ
ぐ

■
対
象　
就
学
前
の
子
と
親

■
定
員　
各
6
組
程
度（
申
込
順
）

■
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む（
午

前
9
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分
）

●
自
然
食
堂

日
時　
①
2
月
27
日
㈭
②
3
月
14
日
㈮

午
前
10
時
～
11
時

内
容　
①
桜
餅
②
水
餃
子

費
用　
２
０
０
円

申
込
期
限　
①
2
月
25
日
㈫

　
②
３
月
11
日
㈫

●
ア
ロ
マ
イ
ベ
ン
ト「
シ
ャ
ン
プ
ー
＆

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
」

日
時　
2
月
19
日
㈬
午
前
11
時
～
正
午

費
用　
５
０
０
円

申
込
期
限　
2
月
13
日
㈭

 

０
４
９・２
６
１・０
６
１
１

子
育
て
ふ
れ
あ
い
広
場

■
申
込
方
法　
２
月
15
日
㈯
か
ら
窓
口

か
電
話
で
申
し
込
む（
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）

■
定
員　
各
10
組
程
度（
申
込
順
）

●
わ
ら
べ
う
た

　
「
春
が
来
た
！
音
あ
そ
び
」

日
時　
3
月
19
日
㈬

　
①
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
②
午
前
10
時
50
分
～
11
時
20
分

対
象　
①
３
～
７
カ
月
の
子
と
親

　
②
８
カ
月
～
３
歳
の
子
と
親

●
こ
っ
こ
タ
イ
ム

日
時　
3
月
26
日
㈬

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

対
象　
３
歳
以
下
の
歩
け
る
子
と
親

●
ぴ
よ
ぴ
よ
タ
イ
ム

日
時　
3
月
26
日
㈬

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

対
象　
ハ
イ
ハ
イ
～
立
て
る
よ
う
に
な

っ
た
子
と
親

●
わ
く
わ
く
ス
ト
ー
リ
ー
タ
イ
ム

　
（
申
込
不
要
）

日
時　
3
月
５
日
㈬

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

対
象　
就
学
前
の
子
と
親

●
お
誕
生
会（
申
込
不
要
）

日
時　
3
月
12
日
㈬
①
午
前
11
時
45
分

か
ら
②
午
後
４
時
45
分
か
ら

定
員　
8
組
程
度（
申
込
順
）

●
背
骨
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

日
時　
3
月
７
日
㈮

　
午
前
11
時
15
分
～
11
時
45
分

対
象　
就
学
前
の
子
と
親

定
員　
５
組
程
度（
申
込
順
）

●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時　
3
月
７
日
㈮

　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
５
分

対
象　
４
～
12
カ
月
の
子
と
親

定
員　
10
組
程
度

（
申
込
順
）

●
つ
る
ビ
ク

日
時　
3
月
14
日
㈮

※
30
分
前
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象　
3
月
に
誕
生
日
を
迎
え
る
就
学

前
の
子
と
親

持
ち
物　
誕
生
日
を
確
認
で
き
る
も
の

 

０
４
９・２
６
５・５
１
２
３

鶴
ケ
岡
す
ま
い
る
保
育
園

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法　
2
月
10
日
㈪
～
21
日
㈮

に
電
話（
午
前
８
時
～
午
後
１
時
）か

園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む

●
身
体
測
定（
申
込
不
要
）

日
時　
3
月
10
日
㈪

　
午
前
10
時
～
午
後
0
時
30
分

対
象　
就
学
前
の
子
と
親

●
は
じ
め
ま
し
て
の
日

日
時　
3
月
5
日
㈬

　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

対
象　
初
利
用
で
就
学
前
の
子
と
親

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
事
業
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

対
象　
座
位
が
で
き
る
子
と
親

定
員　
8
組
程
度（
申
込
順
）

 
０
４
９・２
６
３・８
３
８
８

風
の
里
保
育
園

 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法　
開
催
週
の
月
曜
日
か
ら

電
話
で
申
し
込
む（
午
前
10
時
～
午

後
５
時
）

●
幼
児
グ
ル
ー
プ（
発
達
に
心
配
の
あ

る
子
の
相
談
、
療
育
指
導
）

日
時　
2
月
25
日
㈫
、
３
月
４
日
㈫

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象　
就
学
前
の
子
と
親

●
集
い

日
時　
2
月
20
日
㈭・
26
日
㈬
、
３
月

６
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象　
0
～
３
歳
の
子
と
親

子育て支援センター３月の自由利用
（申込不要・年齢枠なし・室内のみの開放）

　今年度の家庭教育セミナーは、公民館を飛び出して、文京学院大
学ふじみ野キャンパスを会場に親子で体験する「土鈴づくり」を実施し
ます。粘土をこねてのばして親子で体験してみませんか。
　皆さんの参加をお待ちしています。

家庭教育セミナー
「親子で挑戦 鳴らせ！響かせ！
　　　　　　　　　  土鈴づくり教室」

日時　3月8日㈯・15日㈯午前10時～正午
※2回連続講座。
場所　文京学院大学ふじみ野キャンパス（亀久保1196）
講師　文京学院大学教員
対象　年長～小学2年生の子と保護者（市内在住・在勤）
定員　10組（申込順）
費用　1,000円（当日集金）
申込方法　2月5日㈬～20日㈭に電話で申し込む

 上福岡西公民館（ 049・266・9501）

■ 風の里保育園子育て支援センター「あそびの場（園
庭のみ開放）」（ 049・263・8388）
日時　月～金曜日 午前１０時～午後５時
対象　就学前の子と親

■ 鶴ケ岡すまいる保育園子育て支援センター　「自由利
用（室内・園庭開放）」（ 049・265・5123）
日時　月～金曜日（イベントの日を除く） 午前8時～午後1時
対象　就学前の子と親

■ ふじみ野どろんこ保育園（ちきんえっぐ）「２階カフェ
（フリードリンク）と園庭開放」（ 049・257・4162）
日時　月～金曜日 午前９時３０分～午後４時３０分
対象　就学前の子と親

■ 霞ケ丘子育て支援センター（ 049・269・4252）
日時　月・木曜日（祝日除く）午前9時30分～午後3時30分
対象　乳幼児親子
※第３木曜日・午前中（ミニお話会）。
※読み聞かせなどのお楽しみあり。

■ 子育てふれあい広場「自由利用」（ 049・261・0611）
日時　毎日（3月6日㈭を除く）
　午前9時～午後5時（イベントの時間を除く）
対象　就学前の子と親

■ 上野台子育て支援センター（ 049・256・8623）

時間　  ・ ＝午前９時３０分～午後４時
　■＝午前１１時４０分～午後４時
対象　  ＝妊婦、０・１歳の親子
　 ・■ ＝妊婦、乳幼児の親子

3 月

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

時間　 ＝午前９時３０分～午後３時３０分
　■＝午前１１時４0 分～午後３時３０分
対象　妊婦、乳幼児の親子

■ 大井子育て支援センター（ 049・293・4062）

3 月

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31
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０
４
９・２
６
６・３
３
３
２

子
ど
も
の
そ
の

　
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

■
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む（
午

前
９
時
～
午
後
4
時
）

●
う
さ
ぎ
の
広
場

「
く
る
く
る
コ
マ
遊
び
」

日
時　
２
月
19
日
㈬

　
午
前
10
時
20
分
～
11
時
20
分

対
象　
1
歳
10
カ
月
～
就
園
前
の
子
と

親
定
員　
20
組（
申
込
順
）

申
込
期
限　
２
月
18
日
㈫

●
赤
ち
ゃ
ん
の
つ
ど
い

　
「
手
作
り
玩
具
制
作
」

日
時　
2
月
12
日
㈬

　
午
前
10
時
20
分
～
11
時
20
分

対
象　
０
・
１
歳
の
子
と
親

定
員　
10
組（
申
込
順
）

申
込
期
限　
2
月
10
日
㈪

 

０
４
９・２
９
３・９
０
４
５

保
健
セ
ン
タ
ー

●
パ
パ
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー

日
程　
①
３
月
２
日
㈰
②
９
日
㈰

時
間　
午
前
の
部
＝
午
前
９
時
10
分
～

正
午
、
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分

～
４
時
20
分

※
午
前
か
午
後
を
選
択
。

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー（
フ
ク
ト
ピ
ア

内
）

内
容　
①
マ
イ
ナ
ス
１
歳
か
ら
の
デ
ン

タ
ル
ケ
ア
、
産
後
う
つ
・
家
族
で
乗

り
切
る
産
後
の
育
児
、
産
後
サ
ー
ビ

ス
や
子
育
て
支
援
施
設
の
紹
介
②
沐

浴
・
お
む
つ
替
え
・
抱
っ
こ
の
実
習
、

妊
娠
中
か
ら
考
え
る
親
子
の
食
事

対
象　
市
内
在
住
で
開
催
日
に
妊
娠
16

週
を
超
え
て
い
る
妊
婦
と
そ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
、
祖
父
母（
妊
婦
の
み
で
参

加
可
）

※
セ
ミ
ナ
ー
は
２
日
制
。
両
日
参
加
で

き
る
人
優
先
。

定
員　
①
15
組
程
度
②
10
組
程
度（
申

込
順
）

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
母
子
健
康

手
帳
副
読
本
、
筆
記
用
具
、
バ
ス
タ

オ
ル（
２
日
目
）、
マ
ス
ク（
着
用
）

申
込
方
法　
開
催
日
の
4
日
前
ま
で
に

窓
口
か
電
話
で
申
し
込
む

●
赤
ち
ゃ
ん
学
級（
要
予
約
）

日
時　
2
月
25
日
㈫
午
前
10
時
～
11
時

40
分（
９
時
40
分
か
ら
受
付
）　

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー（
フ
ク
ト
ピ
ア

内
）

内
容　
手
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
子

育
て
支
援
施
設
の
紹
介
、
参
加
者
交

流
、育
児
相
談
、体
重
測
定（
希
望
者
）

な
ど

対
象　
令
和
６
年
11
～
12
月
生
ま
れ
の

子
と
母
親（
第
１
子
限
定
、
初
参
加

の
み
）

定
員　
14
組
程
度（
申
込
順
）

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
す
く
す
く
相
談（
要
予
約
）

日
時　
3
月
６
日
㈭
午
前

※
時
間
は
申
込
時
に
指
定
。

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー（
フ
ク
ト
ピ
ア

内
）

内
容　
身
体
計
測
、
育
児
・
発
達
・
食

 

０
４
９・２
5
６・９
０
９
１

ふ
じ
み
の
か
ぴ
ら
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法　
2
月
6
日
㈭
か
ら
電
話

で
申
し
込
む（
火
～
木
曜
日
午
前
9

時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
4
時
）

■
対
象　
就
学
前
の
子
と
親

■
定
員　
各
10
組
程
度（
申
込
順
）

●
親
子
で
作
ろ「
ひ
な
祭
り
製
作
」

日
時　
2
月
26
日
㈬
午
前
10
時
～
11
時

●
誕
生
会

日
時　
2
月
19
日
㈬

　
午
前
9
時
30
分
～
10
時

 

０
４
９・２
６
２・９
０
２
８

民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
連
合
会（
地
域
福
祉
課
内
）

●
あ
そ
び
の
公
園

日
時　
2
月
18
日
㈫
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト

内
容　
お
ひ
な
さ
ま
を
作
ろ
う

対
象　
就
学
前
の
子
と
親

定
員　
15
組（
申
込
順
）

申
込
方
法　
2
月
５
日
㈬
～
14
日
㈮
に

窓
口
か
電
話
で
申
し
込
む

 

０
４
９・２
６
４・７
９
１
６

東
児
童
セ
ン
タ
ー

●
マ
マ
の
輪
０
歳
集
ま
れ

　
「
グ
ッ
ト
ト
イ
の
紹
介
・
マ
マ
の
お

し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
」

日
時　
３
月
５
日
㈬

　
午
前
10
時
15
分
～
11
時
30
分

対
象　
０
歳
の
子
と
母
親

定
員　
12
組（
申
込
順
）

申
込
方
法　
２
月
19
日
㈬
か
ら
窓
口
か

電
話
申
し
込
む

●
育
児
講
座
カ
ラ
フ
ル「
耳
つ
ぼ
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
」（
保
育
付
き
）

日
時　
３
月
13
日
㈭

　
午
前
10
時
20
分
～
11
時
20
分

対
象　
７
カ
月
～
就
園
前
の
子
と
親

定
員　
10
組（
申
込
順
）

申
込
方
法　
２
月
27
日
㈭
か
ら
窓
口
か

電
話
で
申
し
込
む

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム

　
２
月「
お
魚
天
国
」

日
時　
毎
週
土
曜
日

　
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

●
子
ど
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

日
時　
毎
週
土
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

内
容　
体
を
動
か
し
て
遊
ぼ
う

対
象　
小
学
生

●
中
高
生
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
ム

　
遊
戯
室
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
・
卓
球
が
で
き
ま
す
。

日
時　
毎
週
月
曜
日
＝
午
後
４
時
40
分

～
６
時

　
毎
週
火
～
金
曜
日
＝
午
後
５
時
～
６
時

対
象　
中
学
生
・
高

校
生 

０
４
９・２
５
６・７
６
７
０

西
児
童
セ
ン
タ
ー

●
育
児
講
座
ポ
ケ
ッ
ト

　
「
玩
具
制
作
」（
別
室
保
育
付
き
）

日
時　
2
月
21
日
㈮

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象　
市
内
在
住
で
7
カ
月
以
上
の
就

園
前
の
子
と
親

定
員　
10
組（
抽
選
）

申
込
方
法　
2
月
6
日
㈭
～
12
日
㈬
に

窓
口
で
申
し
込
む

事
・
歯
み
が
き
の
相
談

※
歯
の
相
談
希
望
者
は
歯
ブ
ラ
シ
を
持

参
。

対
象　
就
学
前
の
子

申
込
方
法　
2
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
で

申
し
込
む

●
母
乳
相
談（
要
予
約
）

日
時　
3
月
6
日
㈭
午
前

※
時
間
は
申
込
時
に
指
定
。

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー（
フ
ク
ト
ピ
ア

内
）

内
容　
お
っ
ぱ
い
ト
ラ
ブ
ル
や
卒
乳
な

ど
の
相
談

対
象　
妊
婦
ま
た
は
授
乳
中
の
人

定
員　
８
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
2
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
で

申
し
込
む

●
離
乳
食
教
室（
要
予
約
・
保
育
あ
り
）

　
離
乳
食
中
期
か
ら
後
期
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
の
コ
ツ
を
、
実
習
し
な
が
ら
学

び
、
親
子
で
試
食
で
き
ま
す
。

日
時　
３
月
７
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

（
９
時
40
分
か
ら
受
付
）

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー（
フ
ク
ト
ピ
ア

内
）

対
象　
６
～
８
カ
月
の
子
と
親（
第
１

子
を
優
先
）

定
員　
各
12
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
２
月
６
日
㈭

午
前
9
時
～
26
日
㈬
に

ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
で
申

し
込
む

●
ス
マ
イ
ル

日
時　
３
月
７
日
㈮

　
午
前
10
時
15
分
～
11
時
15
分

内
容　
ボ
ー
ル
遊
び
・
今
月
の
カ
レ
ン

ダ
ー
制
作
・
ミ
ニ
お
誕
生
日
会

対
象　
就
園
前
の
子
と
親

●
お
話
し
広
場（
英
語
版
）

日
時　
2
月
26
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
～
10
時
50
分

内
容　
英
語
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

対
象　
就
学
前
の
子
と
親

●
せ
ん
せ
い
と
つ
く
ろ
う

日
時　
３
月
１
日
㈯

　
午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

内
容　
テ
ー
プ
の
芯
で
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

作
り

●
ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
小
学
生
体
験

日
時　
3
月
1
日
㈯
～
10
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
6
時

内
容　
小
学
生
用
の
玩
具
で
遊
ぶ

対
象　
4
月
に
小
学
1
年
生
に
な
る
子

と
親

申
込
方
法　

当
日
窓
口
で
申
し
込
む

（
午
後
5
時
40
分
ま
で
）

●
小
学
生
対
象
事
業
ジ
ャ
ン
プ

　
「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
あ
そ
ぼ
う
」

日
時　
2
月
22
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時

対
象　
小
学
生

定
員　
20
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
当
日
午
後
1
時
か
ら
窓
口

で
申
し
込
む

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ

日
時　
毎
週
月
曜
日

　
午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

内
容　
２
月「
お
め
ん
ゲ
ッ
ト
」

　
３
月「
わ
な
げ
」

●
小
学
生
タ
イ
ム

日
時　
毎
週
土
曜
日

　
午
前
10
時
15
分
～
10
時
50
分

内
容　
ボ
ー
ル
遊
び
や
大
縄
で
遊
ぶ

対象　乳幼児と親
申込方法　直接窓口に申し込む

東児童センターバンビルーム
（ ０４９・２６４・７９１６）

ぽんぽんお話会 2月10日㈪
午前11時～11時20分

りんりんリズム 2月10日㈪、3月3日㈪
午前11時30分～11時45分

リズムタワー 2月17日㈪
午前１１時30分～正午

大きくなったかな ３月５日㈬
午前１0 時～午後１時

英語絵本読み聞
かせ

３月３日㈪
午前１１時～１１時20分

西児童センターかめさんルーム
（ ０４９・２５６・７６７０）

レッツダンス
２月１２日㈬・２０日㈭・２６日㈬、３月５
日㈬
午前１１時１５分～１１時３０分

はかってみよう 2 月１４日㈮・２８日㈮
午前１０時～正午

お話し広場 2 月１２日㈬
午前１０時３０分～１０時５０分

日時　2月17日㈪～21日㈮・25日㈫～27日㈭、
３月3日㈪～6日㈭午前9時～正午

　【第2鶴ケ丘・駒西休み】2月21日㈮
場所　第2鶴ケ丘・東原・駒西放課後児童クラブ
対象　就学前の子と親

 第2鶴ケ丘・東原＝NPO法人ふじみ野市学童保
育の会（ 049・262・4438）、駒西＝シダック
ス大新東ヒューマンサービス㈱（ 049・257・
6366）

対象学区 保育時間 指定管理者・事務局 問合せ

東
地
区

福岡小・駒西小・上野台小・西小・
元福小・さぎの森小

午前７時３０分または放課後
～午後６時３０分

シダックス大新東ヒューマンサービス
㈱（西2・1・21リバティーパレス101） ０４９・２５７・６３６６

西
地
区

大井小・鶴ケ丘小・東原小・西原
小・亀久保小・三角小・東台小

NPO法人ふじみ野市学童保育の会
（大井2・15・10うれし野まちづくり会
館2階）

０４９・２６２・４４３８

　春休みだけ放課後児童クラブの利用を希望する人の申請を受け付けます。
　詳しくは対象学区の指定管理者・事務局へお問い合わせください。
対象　保護者が仕事などで昼間留守になる家庭の児童
保育期間　３月21日㈮～４月１0日㈭（日曜日を除く）
保育料　１万円（３月のみ利用する場合は5,000円）（おやつ代・保険料を含む）
申込方法　２月17日㈪～２2日㈯に、申請書を対象学区の事務局に提出する
※希望するクラブが定員を越えた場合は、他クラブの利用となります。

放課後児童クラブ春休み一時保育

子育てサロン（申込不要・室内のみの開放）



1415
市報
ふじみ野 2025.2

学学びのびの
　 掲示板　 掲示板

From教育委員会

 

０
４
９・２
２
０・２
０
８
8

社
会
教
育
課

●「
戦
後
地
域
史
料
を
読
む
」研
究
会

　
文
京
学
院
大
学
ま
ち
づ
く
り
研
究
セ

ン
タ
ー
ふ
じ
み
野
と
市
が
協
力
し
、
市

内
の
資
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
戦
後

の
史
料
を
用
い
て
、
大
学
や
行
政
、
住

民
に
よ
る
共
同
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
３
月
１
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
上
福
岡
歴
史
民
俗
資
料
館

内
容　
市
内
の
地
域
医
療
が
近
代
以
降

い
か
に
行
わ
れ
て
き
た
か
な
ど
を

史
料
か
ら
読
み
解
く
公
開
研
究
会

講
師　
岩
舘
豊
さ
ん
、
栗
原
真
史
さ
ん

（
文
京
学
院
大
学
ま
ち
づ
く
り
研
究

セ
ン
タ
ー
ふ
じ
み
野
）、
鬼
嶋
淳
さ

ん（
専
修
大
学
教
授
）

定
員　
10
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　

２
月
7
日

㈮
～
24
日
㉁
に
ウ
ェ

ブ
フ
ォ
ー
ム
で
申
し

込
む

 

文
京
学
院
大
学
ま
ち
づ
く
り
研
究

セ
ン
タ
ー
ふ
じ
み
野

　

０
４
９・２
６
１・７
８
５
９

 
０
４
９・２
６
６・９
５
０
１

上
福
岡
西
公
民
館

●
第
47
回
子
ど
も
ま
つ
り

　
上
福
岡
西
公
民
館
が
1
日
限
定
で
子

ど
も
の
遊
び
の
王
国
に
な
り
ま
す
。
遊

び
や
ゲ
ー
ム
、
バ
ザ
ー
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン

ス
、
映
画
会
な
ど
楽
し
い
体
験
が
で
き

ま
す
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
て
、

た
く
さ
ん
の
ス
タ
ン
プ
も
集
め
ま
し
ょ

う
。

日
時　
３
月
2
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所　
上
福
岡
西
公
民
館

●
小
・
中
学
生
体
験
教
室「
料
理
教
室
・

野
菜
ソ
ム
リ
エ
プ
ロ
の
食
育
教
室
」

　
「
野
菜
、
果
物
と
バ
ラ
ン
ス
食
で
元

気
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
」を
テ
ー

マ
に
野
菜
ソ
ム
リ
エ
が
提
案
す
る
旬
の

野
菜
を
使
っ
た
調
理
体
験
を
し
ま
す
。

日
時　
２
月
15
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト

講
師　
重
田
健
一
さ
ん（
日
本
野
菜
ソ

ム
リ
エ
協
会
認
定
野
菜
ソ
ム
リ
エ

プ
ロ
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
５
年

生
～
中
学
３
年
生

定
員　
16
人（
申
込
順
）

費
用　
７
０
０
円

※
申
込
時
に
支
払
い
。

申
込
方
法　
２
月
５
日
㈬
～
11
日
㈷
に

窓
口
か
電
話
で
申
し
込
む

※
電
話
の
場
合
は
、
２
月
11
日
㈷
ま
で

に
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

 学校教育課（〒356・8501、 049・220・2084）

認定審査　世帯全員の所得の状況などを審査し、審査結果を
自宅へ郵送（４月認定は５月）

必要書類　①就学援助申請書②振込先口座の通帳のコピー
および下表に該当する書類

　経済的理由によって就学が困難な児童・生徒の保護者に
対し、学用品費、給食費など、教育に必要な援助を行います。
希望者は申請が必要です。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
対象　市内に居住し、公立の小・中学校に在学

している児童・生徒の保護者
※４月１日時点で生活保護を受給している世帯は、申請不要。
受付期間　令和 7 年 2 月 3 日㈪～令和 8 年 2 月 27 日㈮
※４月からの認定を希望する場合は４月 15 日㈫までに申請く
ださい。４月16日㈬以降の申請は翌月からの認定となります。
申請方法　①ウェブフォームで申請する
　②申請書を窓口（各小・中学校事務室、学校教育課〈市

役所第２庁舎３階〉）か郵送で提出する
※チラシ・申請書は、市役所本庁舎、大井総合支所、出張所、
各小・中学校、市ホームページで配布。

対象世帯 必要書類

令和 6 年４月２日以降に生活
保護の停止または廃止 保護廃止通知書

市民税の減免または非課税 市税減免通知書

国民年金保険料の免除 免除・納付猶予申請承認通知書

国民健康保険税の
減免または徴収の猶予 減免決定通知書

児童扶養手当の支給 児童扶養手当証書

生活福祉資金の貸付 貸付決定通知書

失業中など 失業中であることを証明する書類
（雇用保険受給資格者証など）

その他の世帯
※世帯ごとに必要書類が異なります。

令和 6 年分の所得・家賃を証明す
る書類や障害者手帳のコピー

令和7年度分

就学援助制度の申込を開始します

 

０
４
９・２
６
１・６
０
６
５

上
福
岡
歴
史
民
俗
資
料
館

●
郷
土
の
伝
承
あ
そ
び

　
「
お
手
玉
を
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
」

　
郷
土
の
伝
統
的
な
遊
び
で
あ
る
お
手

玉
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
３
月
15
日
㈯

　
午
後
２
時
30
分
～
4
時

場
所　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト

対
象　
市
内
在
住
･
在
学
の
小
学
生

定
員　
20
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
２
月
14
日
㈮
か
ら
電
話
で

申
し
込
む

●
古
文
書
講
座

　
初
級
編
、
中
級
編
と
2
つ
の
段
階
に

分
け
て
、
近
世
文
書
に
関
す
る
知
識

と
解
読
方
法
を
分
か
り
や
す
く
レ
ク

チ
ャ
ー
し
ま
す
。

日
時　
①
初
級
編
＝
2
月
23
日
㈷
・
24

日
㉁
午
後
2
時
30
分
～
4
時
30
分

　
②
中
級
編
＝
3
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

午
後
2
時
～
3
時
30
分

場
所　
①
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト

　
②
上
福
岡
歴
史
民
俗
資
料
館

定
員　
各
30
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
2
月
7
日
㈮
か
ら
電
話
で

申
し
込
む

上福岡図書館 049・２６２・３７１０　大井図書館 049・２６３・１１００
上福岡西公民館図書室 049・２６４・５３８８ https://www.library.fujimino.saitama.jp/

図書委員と本好き中学生の
おススメ本紹介ポップ展

図書館を休館します
（特別整理休館）

新着図書案内

一般向け

児童向け

・
・
・
・
・
・

奄美の森でドングリたべた?（松橋利光）
いのちの楽園（佐和みずえ）
おめんです４（いしかわこうじ）
おもしろい話、集めました。Ｃ（ひのひまり）
こどもが学べる地球の歴史とふしぎな化石図鑑（泉賢太郎）
首都圏版鉄道地図鑑 最新2025年版（地理情報開発）

　市内６中学校の図書委員と在校生によるおススメの本の
紹介ポップを展示します。
期間・展示場所　下表のとおり

展示場所 期間
大井図書館

（ステラ・ウェスト内） 2 月 1 日㈯～ 16 日㈰

上福岡図書館１階
展示スペース 2 月 18 日㈫～３月 2 日㈰

イオンタウンふじみ野 2 階
南エレベーター前 3 月４日㈫～ 25 日㈫

　蔵書点検のため、図書館を休館します。ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協力をお願いします。
※上福岡図書館は通常通り開館しています。
施設・期間　下表のとおり

施設 休館期間
大井図書館

（ステラ・ウェスト内） 2 月 10 日㈪～ 14 日㈮

上福岡西公民館図書室 2 月 17 日㈪～ 18 日㈫
※休館中は電話での資料予約・検索・貸し出し延長などの
受付ができません。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

朝比奈さんと秘密の相棒（東川篤哉）
噓だらけの日本中世史（倉山満）
炎症 ちょっとした不調から命に関わる病まで（エミリー・ソン）
教えて！クラゲのほんと（鶴岡市立加茂水族館）
風工房のユニセックスニット（風工房）
暮らしと物価の地政学（小山堅）
言語学者も知らない謎な日本語（石黒圭）
こぼれ落ちる欠片のために（本多孝好）
ゴルフの基礎とトラブル対策（岩男健一）
最新インテリア業界の仕組みとトレンドがよ～くわかる本（インテ
リアビジネス研究会）

情報分析力（小泉悠）
新・臆病者のための株入門（橘玲）
ドヴォルザークに染まるころ（町田そのこ）
東大の先生！文系の私に超わかりやすく算数を教えてください！（西
成活裕）
肉の作りおき（橋本彩子）
日本漢字全史（沖森卓也）
日本史の偉人の虚像を暴く（本郷和人）
ベストなら作れそう（塚田紀子）
養老先生、がんになる（養老孟司）
60分でわかる!フリーランス法超入門（野田学）

・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

木綿木綿のの古布古布のの寄付寄付をを募集募集

　木綿の衣類などを裂いて横糸として
使う「裂き織り」の体験学習を継続す
るため、横糸の材料となる木綿の衣類
の寄付を募集します。
募集している古布　木綿の衣類・手ぬ

ぐいなど
受付期間　2 月 12 日㈬～ 9 月 30 日㈫
受付場所・日時　下表のとおり

場所 日時

社会教育課
（市役所第2 庁舎3 階）

月～金曜日
午前8 時30 分～
午後5 時15 分

上福岡歴史民俗資料館
福岡河岸記念館
旧大井村役場

開館日（月曜休館）
午前10 時～
午後4 時

 社会教育課（ 049・220・2088）

ずかん路線バス大全（加藤佳一）
ダンス★フレンド（カミラ・チェスター）
月探査の大研究（佐伯和人）
ノラねこぐんだんピザをやく（工藤ノリコ）
森に帰らなかったカラス（ジーン・ウィリス）
ワニくんがやってきた!（飯野和好）
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０
４
９・２
６
２・３
７
１
０

上
福
岡
図
書
館

■
場
所　
上
福
岡
図
書
館

※
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
お
は
な
し
会
を
除
く
。

●
ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会

　
ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒
に
お
は
な
し
会

に
参
加
し
ま
す
。
ぬ
い
ぐ
る
み
は
図
書

館
に
お
と
ま
り
し
、
図
書
館
を
探
検
し

た
り
、
仕
事
を
体
験
し
た
り
し
ま
す
。

日
時
・
内
容　
お
は
な
し
会
と
お
預
か

り
＝
２
月
15
日
㈯
午
前
11
時
～
11

時
30
分

　
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
迎
え
＝
２
月
22
日

㈯
・
23
日
㈷
午
前
９
時
～
午
後
８
時

対
象　
両
日
と
も
参
加
で
き
る
市
内
在

住
・
在
学
の
小
学
生
以
下

定
員　
15
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
２
月
１
日
㈯
午
前
10
時
～

９
日
㈰
午
後
７
時
に
窓
口
か
電
話

で
申
し
込
む

●
乳
幼
児
向
け
お
は
な
し
会

日
時　
毎
週
月
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、紙
芝
居
、

わ
ら
べ
歌
な
ど

対
象　
就
学
前
の
子
と
親

●
子
ど
も
お
は
な
し
会

日
時　
２
月
22
日
㈯

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、紙
芝
居
、

手
遊
び
な
ど

対
象　
３
歳
～
小
学
生

●「
お
し
え
て
！
福
中
生
の
好
き
な
本
」

展
示

日
時　
２
月
１
日
㈯
～
３
月
31
日
㈪

内
容　
福
岡
中
学
校
の
生
徒
が
投
票
し

た「
好
き
な
本
」の
集
計
結
果
と
、

ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
本
を
展
示

●
キ
ッ
ズ
・
マ
ネ
ー
・
ス
ク
ー
ル

　
「
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
」

日
時　
３
月
16
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

内
容　
「
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
」で
遊

び
な
が
ら
、
お
金
の
歴
史
や
役
割
、

お
金
を
稼
ぐ
こ
と
の
大
変
さ
や
楽

し
さ
を
学
ぶ

講
師　
「
一
般
社
団
法
人
日
本
子
ど
も

の
生
き
抜
く
力
育
成
協
会
」認
定
講

師
対
象　
６
～
10
歳
の
子
と
保
護
者

定
員　
30
組（
申
込
順
）

申
込
方
法　
３
月
１
日
㈯
～
15
日
㈯
午

前
９
時
～
午
後
７
時
に
窓
口
か
電

話
で
申
し
込
む

●
こ
ど
も
え
い
が
会

日
時
・
内
容　
午
前
11
時
か
ら

　

①
２
月
16
日
㈰「
日
本
昔
ば
な
し　

つ
る
の
お
ん
が
え
し
」（
10
分
）「
手
ぶ

く
ろ
を
買
い
に
」（
15
分
）

　
②
２
月
23
日
㈷「
南
極
犬
タ
ロ
」（
26

分
）

　
③
３
月
２
日
㈰「
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク

と
魔
法
使
い
」（
10
分
）「
ひ
な
ま
つ

り
」（
19
分
）

※
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

の
た
め
、
２
月
2
日
㈰
、
９
日
㈰
の
こ

ど
も
え
い
が
会
は
中
止
し
ま
す
。

●
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
お
は
な
し
会

日
時　
２
月
17
日
㈪

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
所　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ふ
じ
み
野
１
階　

セ
ン
ト
ラ
ル
ス
テ
ー
ジ

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、紙
芝
居
、

手
遊
び
な
ど

●
お
り
が
み
教
室

　
今
月
の
お
り
が
み
は「
お
ひ
な
さ
ま
」

で
す
。

日
時　
２
月
23
日
㈷

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
図
書
館
映
画
会

日
時　

２
月
14
日
㈮
午
後
２
時
か
ら

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

内
容　
「
ト
キ
ワ
荘
の
青
春
」（
１
１
０

分
）

　
１
９
５
０
年
代
、
東
京
都
豊
島
区
の

「
ト
キ
ワ
荘
」。
若
き
漫
画
家
の
卵

た
ち
が
入
居
し
、
貧
し
い
生
活
の

な
か
、
互
い
を
励
ま
し
あ
い
、
漫

画
の
未
来
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合

う
日
々
が
続
く
の
だ
が
…
。
藤
本

弘
、
安
孫
子
素
雄
、
石
森
章
太
郎

な
ど
漫
画
家
た
ち
の
群
像
劇
。

 

０
４
９・２
６
３・１
１
０
０

大
井
図
書
館（
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
内
）

●
パ
ソ
コ
ン
相
談
室

日
時　
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
2
階

対
象　
市
内
在
住
か
、
図
書
館
の
利
用

券
を
お
持
ち
の
人

持
ち
物　
パ
ソ
コ
ン

●
お
は
な
し
く
ま
さ
ん

日
時　
２
月
８
日
㈯

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
所　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
３
階

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
本
の
紹

介
、
お
は
な
し
、
お
り
が
み

対
象　
小
学
生

●
お
は
な
し
会

日
時　
毎
週
火
・
木
曜
日
午
前
10
時
～

10
時
30
分（
第
４
木
曜
日
は
ク
マ
ク

マ
く
ら
ぶ
）

場
所　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
３
階

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、紙
芝
居
、

わ
ら
べ
歌
な
ど　

対
象　
就
学
前
の
子
と
親

●
ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会

　
ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒
に
お
は
な
し
会

に
参
加
し
ま
す
。
ぬ
い
ぐ
る
み
は
図
書

館
に
お
と
ま
り
し
、
図
書
館
を
探
検
し

た
り
、
仕
事
を
体
験
し
た
り
し
ま
す
。

日
時
・
内
容　
お
は
な
し
会
と
お
預
か

り
＝
３
月
９
日
㈰
午
前
10
時
～
10

時
30
分

　
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
迎
え
＝
３
月
11
日

㈫
午
前
９
時
～
午
後
６
時

場
所　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
３
階

対
象　
両
日
と
も
参
加
で
き
る
市
内
在

住
・
在
学
の
小
学
生
以
下

定
員　
10
人（
抽
選
）

申
込
方
法　
２
月
15
日
㈯
～
24
日
㉁
午

前
９
時
～

午
後
７
時

に
窓
口
か

電
話
で
申

し
込
む

●
防
犯
講
座

　
「
特
殊
詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め
に
」

日
時　
２
月
24
日
㉁

　
①
午
前
11
時
～
正
午

　
②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
２
階

内
容　
特
殊
詐
欺
の
被
害
状
況
・
手
口

の
解
説
、
特
殊
詐
欺
対
策
機
器
の

体
験
な
ど

講
師　
埼
玉
県
庁
防
犯
課
担
当
者

定
員　
各
回
30
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
２
月
15
日
㈯
～
23
日
㈷
午

前
９
時
～
午
後
７
時
に
窓
口
か
電

話
で
申
し
込
む

亀
久
保
の
観か

ん
の
ん
さ
ま

音
様
（
馬ば

と
う
か
ん
ぜ
お
ん

頭
観
世
音
）

百四二

　
川
越
街
道
に
は
、「
鬼お
に
か
げ
鹿
毛
」と
い
う
馬
の
伝
説

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
昔
、
急
用
の
た
め
3
人
の
武
士
が
早
馬
で

江
戸
を
目
指
し
て
駆
け
て
い
ま
し
た
が
、
川
越
を

過
ぎ
て
か
ら
一
頭
、
ま
た
一
頭
と
倒
れ
、
最
後
の

一
頭
で
あ
る
鬼
鹿
毛
も
、
大
和
田（
新
座
市
）ま
で

来
た
時
に
は
疲
れ
切
っ
て
、
松
の
根
に
つ
ま
ず
き

倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
鬼
鹿
毛
は
、
す
ぐ
に
立

ち
上
が
り
武
士
を
乗
せ
て
江
戸
ま
で
の
使
い
を
果

た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
途
端
に
い
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
不
思
議
に
思
っ
た
武
士
が
帰
り
に

大
和
田
ま
で
来
た
と
こ
ろ
、
鬼
鹿
毛
は
死
ん
で
い

ま
し
た
。
亡
霊
と
な
っ
て
も
大
事
な
使
い
を
果
た

さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
動
し
た
武
士
は
、
鬼
鹿

毛
を
手
厚
く
葬
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

な
お
、
一
緒
に
走
っ
た
他
の
馬
は
伊
佐
沼（
川

越
市
）と
亀
久
保
で
倒
れ
、
そ
の
後
、
馬
頭
観
世

音
と
し
て
手
厚
く
葬
り
、
そ
の
一
つ
が
亀
久
保
の

観
音
様
だ
と
い
う
話
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
馬
頭
観
世
音
は
、
命
あ
る
も
の
す
べ
て
の
苦
を

救
う
と
さ
れ
、
馬
を
守
護
す
る
観
音
様
と
し
て
も

広
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
以
降
、
交

通
や
農
作
業
な
ど
に
馬
を
重
用
し
て
い
た
た
め
、

馬
の
無
病
息
災
や
死
ん
だ
馬
の
供
養
の
た
め
に
ま

つ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
亀
久
保
の
観
音
様（
馬
頭
観
世
音
）は
、
明
治
26

（
１
８
９
３
）年
に
亀
久
保
地
区
の
南
端
、
川
越
街

道
の
新
道
と
旧
道
の
分
岐
近
く
に
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
大
正
初
期
に
亀
久
保
神
明
神
社
境
内
へ
、
そ
の

後
、
現
在
地
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。
大た

い
さ
い祭

は
２
月
16
日

で
、昭
和
20（
１
９
４
５
）

年
頃
ま
で
は
、
地
元
や

近
隣
か
ら
鈴
や
紅
白
の

布
な
ど
で
飾
り
立
て
た

馬
を
引
い
て
お
参
り
し
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ

た
よ
う
で
す
。

亀久保の観音様（馬頭観世音）

● 亀久保2・16・24
●循環ワゴンふじみ

ん号Dコース
　「さくら通り」下車徒

歩約5分

 社会教育課
（ 049・２２０・２０８８）

●
図
書
館
映
画
会

日
時　
２
月
６
日
㈭
午
後
２
時
か
ら

場
所　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
2
階

内
容　
「
私
の
頭
の
中
の
消
し
ゴ
ム
」

（
１
１
７
分
）

　
彼
女
が
す
べ
て
の
記
憶
を
な
く
し
て

し
ま
い
ま
す
。
名
前
も
、
歳
も
、
そ

し
て
愛
し
て
い
た
僕
さ
え
も
。
父
の

反
対
に
も
め
げ
す
に
結
婚
し
た
二
人

だ
が
、
彼
女
は
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
と
宣
言
さ
れ
る
。
切
な
い
純
愛

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
の
韓
国
映
画
。

※
午
後
１
時
40
分
か

ら「
ふ
じ
み
ん
ぴ
ん

し
ゃ
ん
体
操
」を
実
施
。

●
こ
ど
も
え
い
が
会　

日
時
・
内
容　
午
前
11
時
か
ら

　
①
２
月
９
日
㈰「
ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋

銭
天
堂
3
巻 

23
・
24
話
」（
20
分
）

 

②
２
月
16
日
㈰「
ぴ
っ
た
ん
こ
！
ね

こ
ざ
か
な
３ 

21
～
25
話
」（
24
分
）

　
③
２
月
23
日
㈷「
ム
ー
ミ
ン 

冬
の
巻　

⑴
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
⑵
小
さ
な
ニ

ブ
リ
ン
グ
」（
20
分
）

　

④
3
月
２
日
㈰「
う
さ
ぎ
と
か
め
」

「
子
猫
の
武
勇
伝
」（
17
分
）

場
所　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
2
階

 

０
４
９・２
６
４・５
３
８
８

上
福
岡
西
公
民
館
図
書
室

●
お
は
な
し
会

日
時　
２
月
8
日
㈯

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
所　
上
福
岡
西
公
民
館

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、紙
芝
居
、

手
遊
び
な
ど

対
象　
小
学
生
以
下

福岡河岸記念館特別公開
　福岡河岸記念館は、市指定文化財・福田屋（回漕
問屋）の建物を保存した建物です。館内は、江戸時
代～昭和初期に江戸と地方を結んでいた舟運の明治
時代の船問屋の様子を
再現しています。明治時
代建築の福田屋離れを
特別公開します。
日 時　3 月 ８ 日 ㈯・22

日㈯
　午前 10 時～午後４時（入館は３時 30 分まで）
入館料　100 円（特別公開日のみ高校生以下は無料）
※見学者多数の場合、離れは交代で見学。
※団体見学は要事前予約。

 上福岡歴史民俗資料館
　（ 049・261・6065）

〇

〇

亀久保
亀久保神明神社

鶴ヶ丘小学校

さくら通り

川
越
街
道

旧
川
越
街
道

〇

〇

亀久保
亀久保神明神社

鶴ヶ丘小学校

さくら通り

亀久保馬頭観世音亀久保馬頭観世音
川
越
街
道

旧
川
越
街
道
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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　　
「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

19

　国の経済対策として、物価高騰対策給付
金を支給します。該当する可能性がある人に
は３月以降に確認書などの案内を順次郵送し
ます。
　詳しくは、市ホームページを
ご覧ください。
対象　令和６年 12月 13日時点で市内に住
民登録があり、世帯全員が令和 6年度住
民税非課税者で構成される世帯の世帯主
※住民税が課税されている者の扶養親族など
のみの世帯を除く。
支給額　①給付金 3万円（1世帯当たり）
　②こども加算 2万円（平成 18 年 4 月 2
日以降出生児童 1人当たり）
※いずれも世帯主に支給。②は養育している
児童に限る。
申請方法　世帯の課税状況により異なります
ので、郵送された案内をご確認ください。
申請期限　5月 30日㈮
●配偶者からの暴力などで避難している人
　事情により令和 6年 12月 13日時点で市
内に住民登録ができていない人は、お問い合
わせください。
  物価高騰対策給付金窓口

　  （ 049・257・5055）

ご
み
の
処
分
は
計
画
的
に

　
引
っ
越
し
な
ど
に
伴
う
多
量
の
ご
み

を
一
度
に
集
積
所
に
出
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
収
集
日
を
よ
く
確
認
し
、
少

し
ず
つ
分
け
て
計
画
的
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
粗
大
ご
み（
一
部
有
料
）を
一
世

帯
が
出
せ
る
数
量
は
、
1
回
に
つ
き
２

点
ま
で
で
す
。

●
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み

　
集
積
所
に
出
し
切
れ
な
い
も
の
は
、

環
境
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
ち
込
む
こ
と

も
で
き
ま
す（
分
別
済
み
の
ご
み
に
限

る
）。

搬
入
場
所　
ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
環

境
セ
ン
タ
ー（
駒
林
１
１
１
７
）

持
込
日
時　
月
〜
金
曜
日
＝
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
４
時

　
土
曜
日
＝
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

 

環
境
セ
ン
タ
ー

　

０
４
９・２
５
７・５
３
７
４

●
家
庭
の
資
源
物
と
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

　
令
和
7
年
度
の「
家
庭
の
資
源
物
と

ご
み
の
分
け
方・出
し
方
B
O
O
K
」は

3
月
号
の
市
報
と
同
時
に
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
視
覚
障
が
い
者
に
は
S
P

コ
ー
ド
化
し
た
も
の
を
個
別
送
付
し
ま

す
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
環
境
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

環
境
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
２
２

物
源
資

２

物
源
資

１

み
ご
い
な
さ
や
も

み
ご
大
粗
・み
ご
害
有

装
包
器
容

の
外
以
装
包
器
容

み
ご
す
や
も

の
も
い
な
き
で

集
収
は
で
市

ル
ク
イ
サ
リ
電
家

P3

P4

P5 8

P9

P9

P10

P11

P12

令和7年4月1日～令和8年3月31日

令和7年度版

ふじみ野市

●食品ロスを減らしてLet'sエコライフ！
●捨てる前に「水切り」をしよう！
●災害ごみを知って緊急時に備えよう！ 
詳しくは次のページへ

できることからはじめようできることからはじめよう

ごみ分別アプリ

ios版Android版

手軽に調べられて便利

分け方・出し方
家庭の資源物とごみの家庭の資源物とごみ

J

ジ
ェ
イ

 ア
ラ
ー
ト

―A
LERT

全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験

　
国
が
実
施
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（J-ALERT

）の
全
国
一
斉
情
報
伝

達
試
験
に
参
加
し
ま
す
。
防
災
行
政
無

線
か
ら
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
実

際
の
災
害
と
間
違
わ
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

日
時　
2
月
12
日
㈬
午
前
11
時

放
送
内
容　
上
り
チ
ャ
イ
ム
+「
こ
れ

は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」×

３
回
+「
こ
ち
ら
は
防
災
ふ
じ
み
野

で
す
」+
下
り
チ
ャ
イ
ム

 

危
機
管
理
防
災
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
１
７

児
童
扶
養
手
当

所
得
限
度
額
の
引
き
上
げ

　
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額
を
決
定
す

る
た
め
の
所
得
限
度
額
と
、
第
３
子
以

降
の
多
子
加
算
額
が
令
和
6
年
11
月
1

日
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
令
和

７
年
１
月
期
の
支
払
分
か
ら
適
用
と
な

り
ま
す
の
で
、
所
得
制
限
の
た
め
に
申

請
し
な
か
っ
た
人
は
所
得
限
度
額
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

子
育
て
支
援
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
４
１

中
小
企
業
退
職
金

共
済
掛
金
補
助

　
中
小
企
業
共
済
制
度
を
契
約
し
た
事

業
者
が（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

に
納
付
す
る
掛
金
に
対
し
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業
者　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
市
内
の
事
業
者

　
①
令
和
3
年
2
月
〜
令
和
6
年
12
月

に
本
制
度
に
新
規
・
追
加
加
入
し
た

従
業
員
が
い
て
、
令
和
6
年
中
に
掛

金
の
納
付
が
あ
る

　
②
申
請
時
に
操
業
し
て
い
る

　
③
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
の
数
が
１

０
０
人
以
下（
卸
売
業
・
小
売
・
サ
ー

ビ
ス
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
場
合

は
20
人
以
下
）

　
④
市
税
を
完
納
し
て
い
る

補
助
金
額　
1
人
当
た
り
月
額
掛
金
の

20
％（
限
度
額
１
4
０
０
円
）

補
助
期
間　
共
済
制
度
の
契
約
の
効
力

が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
３
年
間

申
請
方
法 

2
月
28
日
㈮
ま
で
に
窓
口

に
申
請
書
な
ど
を
提
出
す
る

 

産
業
振
興
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
２
３

タウンミーティング
【テーマ】未来に向けて 今、ここから

　2月中旬～３月の開催予定は以下のとおり
です。事前の申し込みは不要で、自治組織に
所属していなくても参加できます。
　詳しくは、市ホームページをご
覧ください。
 広報広聴課（ ０４９・２６２・９００３）

開催日時 会場 主な対象

2月１１日㈷
午前10時 駒林西集会所 駒林西自治会

２月２０日㈭
午後７時 ふじみ野会館 亀久保南町会

3月９日㈰
午前10時 武蔵野集会所 武蔵野町内会

物価高騰対策給付金を支給
（令和6年度住民税非課税世帯給付金）

18

60 歳からの

シシニニアア
　 　 ラライイフフ

 

０
４
９・２
６
２・９
０
３
８

 

０
４
９・２
６
１・７
６
２
１

高
齢
福
祉
課

●
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
お
口
の
フ
レ

イ
ル（
虚
弱
）と
い
う
意
味
で
、
心
身
機
能

の
低
下
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
っ
か
り
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
21
日
㈮
午
前
11
時
〜
正
午

　
（
10
時
30
分
開
場
）

場
所　
大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

　
ふ
じ
み
ん
ぴ
ん
し
ゃ
ん
ホ
ー
ル

対
象　
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員　
40
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
2
月
5
日
㈬
か
ら
大
井
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
事
務
室
か
電
話（

０

４
９
・
２
６
６
・
１
１
１
１
）で
申
し

込
む

●
敬
老
祝
金
の
ご
案
内

　
喜
寿
・
米
寿
・
白
寿
を
迎
え
た
人
の
長

寿
を
お
祝
い
し
、
敬
老
祝
金
を
贈
呈（
口

座
振
込
）し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
２
月

上
旬
に
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

対
象
・
金
額　
左
表
の
と
お
り

※
3
月
1
日
時
点
で
引
き
続
き
２
年
以
上

市
内
に
住
み
、
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
。

 

０
４
９・２
２
０・２
０
９
０

 

０
４
９・２
６
９・４
７
７
４

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

●
シ
ニ
ア
元
気
塾

　
健
康
運
動
指
導
士
と
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
指
導
に
よ
る
リ
ズ
ム
体
操
や
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対象 金額 対象者の生年月日

喜寿
（満77歳） 7,000円

昭和22年10月1日～
昭和23年3月31日生
まれ

米寿
（満88歳）20,000円

昭和11年10月1日～
昭和12年3月31日生
まれ

白寿
（満99歳）50,000円

大正14年10月1日～
大正15年3月31日生
まれ

日
時　
3
月
3
日
㈪
・
10
日
㈪
・
17
日
㈪
・

24
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、
医
師

に
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な
い
人

定
員　
30
人（
申
込
順
）

費
用　
２
０
０
円（
保
険
料
）

持
ち
物　
室
内
用
の
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
込
方
法　
2
月
5
日
㈬
午
前
10
時
か
ら

上
野
台
体
育
館
に
電
話（

０
４
９
・

２
６
３
・
８
９
８
８
）で
申
し
込
む

 

０
４
９・２
６
２・９
０
４
０

 

０
４
９・２
６
４・８
２
８
４

保
健
セ
ン
タ
ー

●
結
核
検
診

　
結
核
検
診
を
受
け
る
機

会
が
な
か
っ
た
人
は
こ
の

機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

実
施
期
間　
2
月
1
日
㈯
〜
28
日
㈮

実
施
対
象　
市
内
在
住
で
、
次
の
全
て
に

該
当
す
る
人

　
①
令
和
７
年
3
月
31
日
時
点
で
65
歳
以
上

　
②
令
和
６
年
度
中
に
市
の
肺
が
ん
検
診

を
受
診
し
て
い
な
い

 

０
４
９・２
６
４・７
２
７
０

 

０
４
９・２
６
４・７
２
７
１

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

■
霞
ケ
丘
１
・
５
・
１

■
一
般
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
が
い

な
ど
に
よ
り
駐
車
場
の
利
用
が
必
要
な

場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
新
規
に
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
の
利
用
登

録
を
す
る
人
は
、
本
人
確
認
書
類（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●
ワ
ク
ワ
ク
ウ
キ
ウ
キ
セ
ン
タ
ー
祭
り

　
自
分
に
合
っ
た
セ
ル
フ
ケ
ア
方
法
を
見

つ
け
よ
う

　
介
護
予
防
を
テ
ー
マ
に
し
た
お
祭
り
を

開
催
し
ま
す
。
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
2
月
15
日
㈯

午
前
9
時
10
分
〜
午
後
4
時

場
所　
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

内
容　
介
護
予
防
の
運
動
、
ベ
ジ
チ
ェッ
ク
、

ト
ル
ト（
歩
行
分
析
）、ラ
イ
ブ
キ
ッ
チ
ン
、

ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
発
表
会
な
ど

対
象　
市
内
在
住
の
人

持
ち
物　
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
の
利
用
登

録
証（
お
持
ち
の
人
）、
飲
み
物

60 歳からの

シシニニアア
　 　 ラライイフフ
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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

21 20

募
集
人
数　
10
人
程
度

応
募
資
格　
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
20

～
64
歳
で
、
医
師
に
運
動
を
止
め
ら

れ
て
い
な
い
人

応
募
方
法　
2
月
3
日
㈪
～
20
日
㈭
に

応
募
用
紙（
文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、

大
井
総
合
支
所
、各
体
育
館
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
）を
窓

口
か
郵
送
、
メ
ー
ル
で

提
出
す
る

 

文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
〒
３
５
６・８
５
０
１
福
岡
1・1・１

　

０
４
９・２
２
０・２
０
９
０

　

sp
o

rts@
city.fujim

ino
.

saitam
a.jp

軽
ト
ラ
市

　
市
内
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
な
ど
の

農
産
物
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
生
産
者
が
直

接
販
売
し
ま
す（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）。

●
西
中
央
公
園（
霞
ケ
丘
2・４
）

日
時　
2
月
15
日
㈯

 

●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　　
「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
現
況
届

　
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
金
に
登

録
し
て
い
る
人
宛
て
に
、現
況
届
の
通
知

を
郵
送
し
ま
す
。
現
況
届
の
提
出
を
し

な
い
と
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類　
①
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
現
況
届
兼
変
更（
喪
失
）届

　
②
同
意
書

　
③
登
録
済
み
の
自
動
車
検
査
証

　
④
登
録
済
み
の
運
転
免
許
証

※
③
～
④
は
写
し
。

※
口
座
登
録・変
更
、資
格
喪
失
の
手
続

き
の
場
合
は
、
振
込
先
口
座
の
分
か
る

も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法　
2
月
3
日
㈪
～
28
日
㈮
に

障
が
い
福
祉
課
、
大
井
総
合
支
所
の

窓
口
か
郵
送
で
提
出
す
る

 

障
が
い
福
祉
課

　
〒
３
５
６・８
５
０
１
福
岡
１・１・１

　

０
４
９・２
６
２・９
０
３
１

ふ
じ
み
野
市
支
え
愛
セ
ン

タ
ー
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
１
時
間
３
０
０
円
で
高
齢
者
な
ど
の

お
手
伝
い
を
す
る「
地
域
支
え
合
い
事

業
」は
、
少
し
の
時
間
で
誰
で
も
簡
単
に

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

謝
礼　
活
動
時
間
数
に
応

じ
た
商
品
券
と
ガ
ソ
リ
ン
券

 

ふ
じ
み
野
市
支
え
愛
セ
ン
タ
ー

　

・
０
４
９・２
９
３・６
２
６
６（
月

～
土
曜
日
、午
前
９
時
～
午
後
３
時
）

統
計
調
査
員
登
録
希
望
者

　
国
や
県
が
行
う
統
計
調
査
に
従
事
す

る
調
査
員
の
登
録
希
望
者
を
募
集
し
ま

す
。
統
計
調
査
員
は
、
国
や
県
の
非
常

勤
の
公
務
員
と
し
て
調
査
対
象
を
訪
問

し
、
調
査
票
の
配
布・回
収・点
検・整
理
な

ど
を
行
い
ま
す
。
10
月
に
国
勢
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
条
件　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

　
①
20
歳
以
上
②
税
務・警
察・選
挙
に

直
接
関
わ
り
が
無
い
③
心
身
が
健
康

で
調
査
に
責
任
を
持
ち
、
秘
密
を
保

持
で
き
る
④
反
社
会
的
勢
力
に
該
当

し
な
い

報
酬　
３
～
５
万
円（
国・県
の
基
準
に

基
づ
き
、
調
査
ご
と
に
支
払
い
）

 

情
報・統
計
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
０
７

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
市
主
催
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
、
参
加
者
へ
の

指
導
や
助
言
を
行
う
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

委
嘱
期
間　
令
和
7
年
4
月
1
日
～
令

9
年
3
月
31
日

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

工
事
の
費
用
を
一
部
補
助

　
既
存
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
と
耐
震

改
修
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

（
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
）。
契
約

前
に
補
助
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
前

に
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
を
行
っ

た
場
合
は
、
対
象
外
で
す
。
申
請
を
す

る
人
は
、必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額　
左
表
の
と
お
り

住宅の種類 補助率 補助限度額

耐
震
診
断

戸建専用住宅
戸建兼用住宅

耐震診断に
要した
費用の
３分の２

５万円

共同住宅
長屋住宅

一戸当たり２万円
合計２００万円

耐
震
改
修

戸建専用住宅
戸建兼用住宅

耐震改修に
要した
費用の
２３％

３０万円

共同住宅
長屋住宅

一戸当たり３０万円
合計２,０００万円

対
象
建
築
物　
建
築
確
認
を
取
得
し
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
建
築
物
の
う
ち
、
明
ら
か
に
建

築
基
準
法
違
反
が
な
い
も
の
で
、
戸

建
専
用
住
宅
、
戸
建
兼
用
住
宅
、
共

同
住
宅
、
長
屋
住
宅

※
木
造
建
築
物
の
場
合
は
、
在
来
工
法

に
よ
り
建
築
さ
れ
た
も
の
。

対
象
者　
対
象
建
築
物
を
市
内
に
所
有

し
、
自
ら
居
住
し
、
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
人

 

建
築
課

　

０
４
９・２
２
０・２
０
６
9

ふ
じ
み
野
市
手
話
通
訳

技
能
認
定
試
験

ふ
じ
み
野
市
手
話
通
訳
者
に
な
る
た

め
の
試
験
で
す
。

日
時　
2
月
20
日
㈭
午
前
中（
時
間
は

受
験
者
数
に
よ
り
変
動
）

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
会
議
室
ほ
か

内
容　
面
接
、
筆
記
試
験
、
実
技
試
験

対
象　
令
和
7
年
４
月
１
日
時
点
で
20

歳
以
上
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

　
①
市
が
実
施
す
る
手
話
通
訳
者
養
成

講
習
会（
講
座
）修
了
者
ま
た
は
同
等

以
上
の
技
術
を
有
し
て
い
る

　
②
国
ま
た
は
県
が
実
施
す
る
講
習
会

な
ど
で
①
と
同
等
以
上
の
技
術
を
有

し
て
い
る

　
③
手
話
通
訳
士
の
資
格
を
有
し
て
い
る

申
込
方
法　
２
月
12
日
㈬
ま
で
に
申
込

書（
障
が
い
福
祉
課
で
配
布
）を
窓
口

に
提
出
す
る

 

障
が
い
福
祉
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
３
２

市
町
村
専
門
職
の
仕
事

紹
介
＆
体
験
談
説
明
会

　
市
町
村
の
専
門
職（
保
健
師
、
保
育

士
、
社
会
福
祉
士
、
土
木・建
築
職
）と

し
て
働
く
現
役
職
員
が
仕
事
紹
介
や
体

験
談
な
ど
を
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

 

産
業
振
興
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
２
４

ベ
ジ
レ
ベ
ル
測
定
会

　
野
菜
、
足
り
て
い
ま
す
か
。
指
先
に

光
を
15
秒
当
て
る
だ
け
で
簡
単
に
あ
な

た
の
野
菜
摂
取
量
を
測
定
で
き
ま
す
。

日
時　
2
月
4
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

※
雨
天
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所　
大
井
総
合
支
所
玄
関
脇

 

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
４
９
・
２
６
２
・
９
０
４
０

採
れ
た
て
ふ
じ
み
野
畑

　
市
内
で
採
れ
た
新
鮮
野
菜
・
狭
山
茶

な
ど
の
農
作
物
を
販
売
し
ま
す（
売
り

切
れ
次
第
終
了
）。

●
市
役
所
本
庁
舎
玄
関
脇

日
時　
2
月
18
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

●
大
井
総
合
支
所
玄
関
脇

日
時　
2
月
4
日
㈫
、
3
月
4
日
㈫

　
午
前
10
時
～
正
午

 

産
業
振
興
課

　

０
４
９
・
２
６
２
・
９
０
２
４

ン
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

開
催
の
た
め
、
チ
ャ
ッ
ト
で
現
役
職
員

に
直
接
質
問
が
で
き
ま
す
。
ふ
じ
み
野

市
職
員（
保
健
師
、
保
育
士
）も
登
壇
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
28
日
㈮

　
午
後
１
時
～
3
時
30
分

申
込
方
法　
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く

り
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
町
村
職
員
採
用
Ｎ
Ａ
Ｖ

Ｉ
」で
２
月
27
日
㈭
午

後
5
時
ま
で
に
ウ
ェ
ブ

フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
む

 

彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合

　

０
４
８・６
６
４・６
６
８
４

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
行
政
書

士
・
社
会
福
祉
士
無
料
相
談
会

　
成
年
後
見
制
度
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
将
来
に
お
け
る
不
安
や
困
り
ご
と

の
相
談
に
個
別
に
応
じ
ま
す（
秘
密
は

厳
守
）。

日
時　
3
月
8
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
市
社
会
福
祉
協
議
会（
市
役
所

第
３
庁
舎
）

申
込
方
法　
2
月
26
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む（
事
前
予
約
制
）

 

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

０
４
９・２
６
5・3
６
０
６

地
元
企
業
就
職
相
談
会

　
業
務
を
拡
大
し
人
材
を
募
集
す
る
地

元
企
業
の
人
事
担
当
者
と
個
別
相
談
や

個
別
面
接
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
時　
2
月
14
日
㈮
午
後
1
時
30
分
～

4
時（
１
時
～
３
時
30
分
受
け
付
け
）

場
所　
ウ
ェ
ス
タ
川
越
多
目
的
ホ
ー
ル

（
川
越
市
新
宿
町
１・17・17
）

対
象
地
域　
ふ
じ
み
野
市
、
川
越
市
、

富
士
見
市
、
坂
戸
市
、
鶴
ケ
島
市

申
込
方
法　

電
話
か
ウ
ェ

ブ
フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
む

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
越

　

０
４
９・２
４
２・０
１
９
７（
49
＃
）

スポーツセンター駒林体育館・上野台体育館

アリーナ使用料が変わります

使用料に関する説明会

日時・場所　① 2月 26日㈬午後 6時～ 7時
（ステラ・ウェスト 2階）② 3月 2日㈰午前
10時～１１時（ステラ・イースト 3階）

定員　①５０人②４０人
申込方法　ウェブフォームかメー

ル（代表者の連絡先、希望日
時、参加人数〈2人まで〉を記入）で申し込む
  文化・スポーツ振興課（ 049・220・2090、

sports@city.fujimino.saitama.jp）

●利用者の安全性の向上
　外気温が高い日や低い日でも安全にス
ポーツを楽しめる環境の提供で、活動中の
熱中症やケガのリスクを低減します。
●避難所としての機能強化
　災害時の避難者に快適で安全な環境を提
供し、緊急時の対応力を高めます。
●空調設備工事中の閉館期間
駒林体育館＝２月２８日㈮まで
上野台体育館＝３月１日㈯～４月３０日㈬

　空調設備導入に伴い、使用料を改定します。
利用区分　アリーナ（全面の３分の 1）
使
用
料

5月３１日
まで

６月１日から
（令和７年４月抽選分から）

200円 400円

保
育
士
就
職
相
談
会

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
越
と
共
催
で
、
市

内
民
間
保
育
園
と
市
立
保
育
所（
会
計

年
度
任
用
職
員
）を
対
象
と
し
た
保
育

士
就
職
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
事
前
申

込
は
不
要
で
す
。

日
時　
2
月
18
日
㈫
午
後
2
時
～
4
時

場
所　
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

 

保
育
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
３
５

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く

優
生
手
術
な
ど
を
受
け
た
人

　
国
か
ら
補
償
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

県
旧
優
生
保
護
法
補
償
金
等
受
付・

相
談
窓
口（
土・日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

０
４
８・８
３
１・２
７
７
７

　

０
４
８・８
３
０・４
８
０
４

3 月の環境学習講座

①星空教室（初参加優先）
日時　3月7日㈮午後6時～7時30分
対象・定員　小学生以下は保護者同

伴、12組（抽選）
申込期限　2月19日㈬
②ミツロウラップをつくろう
日時　３月15日㈯
　午前10時～11時30分
対象・定員　小学生以上（小学生は保

護者同伴）、16人（抽選）
申込期限　2月27日㈭
●共通事項
場所　ふじみ野市・三

芳町環境センター
環境学習館えこらぼ

申込方法　電話かウェブフォームで
申し込む

※当選者のみ①2月25日㈫②3月5
日㈬までに連絡します。

 環境課（ 049・262・9022）
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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

23 22

春
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
ク

　
２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
い
歩
行
運
動
を

補
助
し
つ
つ
、
気
軽
に
全
身
の
筋
力
運

動
を
し
な
が
ら
、
市
内
の
桜
の
名
所
を

巡
り
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
す
。

日
時　
３
月
19
日
㈬（
26
日
㈬
予
備
日
）

　
午
前
８
時
～
午
後
1
時

集
合・解
散
場
所　
上
野
台
体
育
館

歩
行
距
離　
約
10
㎞

対
象　
18
歳
以
上
で
医
師
に
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
な
い
人

定
員　
40
人（
申
込
順
）

費
用　
50
円（
保
険
料
、
当
日
支
払
い
）

申
込
方
法　
２
月
7
日
㈮
午
前
9
時
～
28

日
㈮
午
後
5
時
に
電
話
で
申
し
込
む

 

文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

０
４
９・２
２
０・２
０
９
０

は
ー
と
ふ
る
無
料
コ
ン

サ
ー
ト「
鷹
―
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
―
」

　
日
本
古
来
の
楽
器
が
織
り
な
す
壮
大

な
響
き
の
和
太
鼓
演
奏
で
す
。

日
時　
3
月
14
日
㈮

　
午
後
０
時
10
分
～
０
時
40
分

場
所　
市
民
交
流
プ
ラ
ザ（
フ
ク
ト
ピ
ア
内
）

出
演　
鷹
―

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
―（
７
度
の
日
本

一
、
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
団
体
）

 

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　

０
４
9・２
６
4・７
９
７
１

 

●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　　
「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュッ
ト
展

＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト（
フ
ラ
ン
ス

語
で〈
生
の
芸
術
〉）」を
テ
ー
マ
に「
表

現
手
法
の
選
択
、
作
品
制
作
の
プ
ロ
セ

ス
」に
視
点
を
あ
て
、障
が
い
者
ア
ー
ト

の
一
つ
の
形
を
表
現
し
ま
す
。

場
所　
ス
テ
ラ・ウ
ェ
ス
ト

●
ア
ー
ル・ブ
リ
ュ
ッ
ト
展

日
時　
2
月
23
日
㈷
～
26
日
㈬

　
午
前
９
時
～
午
後
5
時

展
示
企
画　
古
屋
崇
久
さ
ん（
美
術
家・

青
梅
市（
福
）友
愛
学
園
日
中
活
動
支

援
員・ふ
じ
み
野
市
文
化
協
会
会
員
）

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時　
2
月
24
日
㉁
午
後
2
時
～
4
時

テ
ー
マ　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

生
ま
れ
る
表
現
に
つ
い
て

講
師　
古
屋
崇
久
さ
ん（
同
右
）、
塩
野

太
朗
さ
ん（
美
術
家・青
梅
市（
福
）友

愛
学
園
日
中
活
動
支
援
員
）、
大
矢

将
司
さ
ん（
工
房
Y
U
A
I
ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

定
員　
50
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　

ウ
ェ
ブ

フ
ォ
ー
ム
か
電
話
、フ
ァ

ク
ス・メ
ー
ル（
①
氏
名
、
②
住
所
、

③
電
話
番
号
、④
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

⑤
年
齢
を
記
載
）で
申
し
込
む

 

ふ
じ
み
野
市
文
化
協
会

　

０
４
９・２
５
６・９
７
０
８
、

０

４
９・２
５
６・９
７
０
９
、

fujim
i

no.bunkakyokai@
gm

ail.com

ア
ー
ト
と
人 

つ
な
が
る

・
つ
ど
う 

第
２
弾

●
文
化
芸
術
企
画
提
案
型
委
託
事
業

　
文
京
学
院
１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト　

　
「
世
代
を
超
え
た
音
楽
交
流
イ
ベ
ン

ト
」を
開
催
し
ま
す
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
3
月
22
日
㈯

　
午
前
11
時
～
午
後
4
時
30
分

場
所　
ス
テ
ラ・ウ
ェ
ス
ト

内
容　
コ
ン
サ
ー
ト
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
地
域
で
共
に
育
つ
未
来 

お
と
な
と

こ
ど
も
が
学
び
あ
う
こ
と
と
は
」

企
画　
文
化
芸
術
振
興
事
業
実
行
委
員
会

申
込
方
法　
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
か
、
チ

ラ
シ（
文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
ス

テ
ラ・ウ
ェ
ス
ト
、
ス
テ
ラ・イ
ー
ス

ト
ほ
か
市
内
公
共
施
設
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
布
）裏
面
の
申
込
用
紙

か
ら
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

 

文
京
学
院
大
学（
１
０
０
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
in
ふ
じ
み
野
）

　

０
４
９・２
６
１・６
４
８
８

　

０
４
９・２
６
１・０
０
８
９

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会　
　

　
俳
優
・
タ
レ
ン
ト
の
副
島
淳
さ
ん
を

お
招
き
し
て「
今
い
る
場
所
だ
け
が
全

て
で
は
な
い
」と
い
う
テ
ー
マ
で
自
身

の
経
験
を
も
と
に
、
悩
み
と
の
付
き
合

い
方
や
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
活
か
し
方

な
ど
を
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
副
島
淳
さ
ん
へ
の
質
問

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
3
月
1
日
㈯
午
後
２
時
30
分
3

時
30
分（
2
時
開
場
）

場
所　
ス
テ
ラ・ウ
ェ
ス
ト
ホ
ー
ル

 

子
育
て
支
援
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
３
３

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
演
芸
大
会　
　

日
時　
2
月
28
日
㈮

　
午
前
11
時
～
午
後
4
時

場
所　
ス
テ
ラ・ウ
ェ
ス
ト

内
容　
歌・踊
り
の
披
露
や
パ
ネ
ル
展
示

※
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

 

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　

０
４
９・
２
６
1
・
０
０
５
８（
午

前
９
時
～
正
午
）

オレンジカフェオレンジカフェ
ふじみんふじみん

●高齢者あんしん相談センター主催
日時 場所 問合せ

２月１２日㈬
午後２時
　　～３時

高齢者あんしん相談センターおおい
（特別養護老人ホームマザーアー
ス敷地内、 049・261・3021）

２月２０日㈭
午後２時
　　～３時

市役所第３
庁舎Ｃ２０１
会議室

高齢者あんしん相談
センターふくおか

（ 049・2６１・１１２６）

●介護事業所など主催
日時 場所・問合せ

毎週火曜日
午前１０時
　～午後４時

オレンジサロンまつ（滝 1・3・
58 ０９０・４３９０・５６０８）

２月２０日㈭
午後３時～４時

大井協同診療所「ｍｙ Ｌｉｆｅ」（ふ
じ み 野１・１・１５、 ０49・
267・1101）

費用　１人１００円
申込方法　電話で申し込む

 高齢福祉課（ 049・262・9038）

家族介護教室・家族交流会
　介護者間で交流・意見交換などを行い、介護
上の悩みや問題を相談しあえます。

日時 場所 主催・問合せ

２月５日㈬
午後２時
～３時３０分

市役所第３
庁舎Ｃ２０２

会議室

高齢者あんしん相談
センターふくおか

（ 049・2６１・１１２６）

２月１４日㈮
午前１０時～
１１時３０分

介護予防セ
ンター

高齢者あんしん相談セ
ンターかすみがおか

（ 049・2６4・7620）

２月１９日㈬
午後２時
～３時３０分

鶴ケ岡会館
集会室B

高齢者あんしん相談
センターつるがまい

（ 049・2５６・６０６１）

令和 7年度実施者を募集

文化芸術企画提案型委託事業 文化芸術活動未来応援事業

　市の魅力を高め、地域の活性化、にぎわいの創出などアー
ティストが自由な発想で演奏会やワークショップなどを自
ら企画・提案する事業を募集します。
　詳しくはステラ・イーストホームページをご
覧ください。

実施期間　6月15日㈰～来年3月31日㈫
申込方法　2月18日㈫午前9時～3月13日㈭正午に申請書類

をステラ・イースト窓口へ提出する
・  ステラ・イースト　（ 049・261・6678）

事業名 委託費上限額
（１事業当たり） 募集件数

ステラ・イースト及びウェスト
ホール活用プロジェクト

イースト44 万円 ２件
ウェスト110 万円 １件

アートに触れようプロジェクト １１万円 ６件
街中に音色が響くプロジェクト １１万円 ４件

※金額と件数は予定です。

　アマチュアや学生などのサークル団体や個人を対象にし
た、自主的・創造的な文化芸術活動への補助制
度です。
　詳しくは市ホームページをご覧ください。
対象事業のテーマ　「文化芸術を活用し地域を元気にする事

業」または「文化芸術を活用した社会包摂的事業」
補助金額　1事業当たり上限１５万円
※申し込み上限は1申請者あたり1件。
実施期間　結果公表日～来年3月31日㈫
申込方法　4月1日㈫～30日㈬午後5時に申請書を窓口に提

出する（土・日曜日、祝日を除く）
結果公表　5月26日㈪以降に市ホームページに掲載

・  文化・スポーツ振興課（ 049・262・8124）

●両事業の共通事項
※申請事業の審査および選考があります。
※本事業の契約締結は、当該事業に係る令和７年度
予算の成立を条件とします。
※説明会への参加は任意です。

●事業説明会（各事業の趣旨、実施要領など）
日時　①2月16日㈰②2月17日㈪
　午後1時30分～3時30分
場所　①ステラ・イースト②ステラ・ウェスト
申込方法　2月13日㈭までにウェブフォームで申し込む



市報
ふじみ野 2025.2

 

●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

25 24

ふ
じ
み
野
今
昔

コ
ン
サ
ー
トVol.

３

●
文
化
協
会
企
画
提
案
型
委
託
事
業

　
ふ
じ
み
野
の
お
祭
り
と
共
に
楽
し
む

歌
謡
曲・流
行
歌

　
上
福
岡
七
夕
ま
つ
り
、
お
お
い
祭
り

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
当
時
の
歌
謡
曲

や
流
行
歌
を
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時　
3
月
9
日
㈰
午
前
11
時
～
正
午

場
所　
ス
テ
ラ・ウ
ェ
ス
ト

出
演
者　

新
井
里
美
さ
ん（
ソ
プ
ラ

ノ
）、
井
上
貴
子
さ
ん（
サ
ッ
ク
ス
）、

中
窪
由
香
理
さ
ん（
キ
ー
ボ
ー
ド
）、

阿
部
拓
也
さ
ん（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

定
員　
50
人（
申
込
順
）

費
用　

一
般
１
０
０
０
円
、小・中
学

生・高
校
生
５
０
０
円
、就
学
前
の
子

は
無
料（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

申
込
方
法　
2
月
５
日

㈬
か
ら
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー

ム
で
申
し
込
む

企
画　
ふ
じ
み
野
市
文
化
協
会

 

ス
テ
ラ・ウ
ェ
ス
ト

　

０
４
９・２
６
1・０
６
４
８

音
楽
家
協
会
が
贈
る
！

マ
ン
ス
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
佐
藤
友
洋
さ
ん（
オ
ー
ボ
エ
）、
柴
田

勇
紀
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）に
よ
る
演
奏
で
す
。

日
時　
2
月
20
日
㈭
午
前
11
時
～
11
時

50
分（
10
時
45
分
開
場
）

場
所　
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

費
用　
１
０
０
０
円（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

 

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

　

０
４
９・２
６
９・４
８
１
１

鶴
ケ
岡
梅
ま
つ
り

　

日
時　
２
月
15
日
㈯・16
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
4
時

場
所　
鶴
ケ
岡
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容　
作
品
展
示
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、

太
極
拳
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
大
正
琴
、

詩
吟
、ハ
ー
モ
ニ
カ
、ギ
タ
ー
演
奏
、

物
品
販
売
な
ど

 

鶴
ケ
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

０
４
９・２
７
８・１
１
２
２

普
通
救
命
講
習
Ⅲ

日
時　
3
月
15
日
㈯
午
前
9
時
～
正
午

場
所　
入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
消
防

本
部（
大
井
中
央
1・1・19
）

対
象　
ふ
じ
み
野
市
、
富
士
見
市
、
三

芳
町
に
在
住・在
勤・在
学
の
人

定
員　
25
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
3
月
3
日
㈪
～
5
日
㈬　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
に
電
話

で
申
し
込
む

 

入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
消
防
本

部
救
急
課

　

０
４
９・２
６
1・６
６
７
３

初
歩
か
ら
の
き
も
の

着
つ
け（
袋
帯
）教
室

日
時　
2
月
13
日
㈭
・
20
日
㈭
・
27
日

㈭
、
3
月
6
日
㈭
・
13
日
㈭

　
①
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
②
午
後
1
時
～
2
時
30
分

場
所　
市
民
交
流
プ
ラ
ザ（
フ
ク
ト
ピ
ア
内
）

講
師　
西
山
昭
子
さ
ん（
ハ
ク
ビ
京
都

き
も
の
学
院
師
範
会
講
師
）

定
員　
各
7
人（
各
回
３
人
以
上
で
開
催
）

費
用　
①
②
各
４
８
０
０
円（
全
５
回
分
）

申
込
方
法　
2
月
10
日
㈪
ま
で
に
窓
口

か
電
話
で
申
し
込
む

 

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　

０
４
９
・
２
６
４
・
７
９
７
１

知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う「
聴

覚
障
が
い
に
つ
い
て
学
ぶ
」

　
難
聴
者
講
師
か
ら
、
聴
覚
障
が
い
の

基
礎
的
な
知
識
や
配
慮
な
ど
を
学
び
ま

す
。（
要
約
筆
記
付
き
）

日
時　
3
月
1
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
市
役
所
第
３
庁
舎
２
階

　
Ｃ
２
０
１・２
０
２
会
議
室

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
の
人

定
員　
40
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
2
月
21
日
㈮
ま
で
に
窓
口

か
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

 

障
が
い
福
祉
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
３
２

　

０
４
９・２
６
3・７
１
１
９

た
の
し
い
オ
カ
リ
ナ
講
座

追
加
募
集（
継
続
あ
り
）  

日
時　
2
月
12
日
㈬・26
日
㈬

　
午
後
2
時
～
3
時
30
分

場
所　
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　
楽
器
の
持
ち
方
や
楽
譜
の
読
み

方
ま
で
丁
寧
に
指
導

定
員　
6
人（
申
込
順
）

費
用　
５
０
０
０
円（
月
2
回
分
）

※
入
会
後
に
別
途
教
材
費
あ
り
。
見
学

は
20
分
間
無
料
。

申
込
方
法　
2
月
５
日
㈬
正
午
か
ら
窓

口
か
電
話
で
申
し
込
む

 

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

　

０
４
９・２
６
９・４
８
１
１

人
を
や
る
気
に
さ
せ
る

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
講
習

　
シ
ン
プ
ル
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
を

使
っ
た
声
掛
け
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

日
時　
3
月
8
日
㈯
午
後
6
時
～
8
時

場
所　
市
役
所
５
階
大
会
議
室

対
象　
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
指
導
に

関
わ
る
人
や
指
導
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
人

定
員　
40
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
2
月
7
日
㈮
午
前
10
時
か

ら
窓
口
か
電
話
で
申
し
込
む

 

上
野
台
体
育
館

　

０
４
９・２
６
３・８
９
８
８

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座

　
人
命
救
助
に
必
要
な
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
A
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
学
び
ま
す
。

日
時　
3
月
20
日
㈷
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
上
野
台
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

対
象　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人

定
員　
30
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
2
月
7
日
㈮
午
前
10
時
か

ら
窓
口
か
電
話
で
申
し
込
む

 
上
野
台
体
育
館

　

０
４
９・２
６
３・８
９
８
８

ハ
ー
ブ
の
あ
る
暮
ら
し

ハ
ー
ブ
教
室
ハ
ー
バ
ル
バ
ス

　
ハ
ー
ブ
の
香
り
の
お
風
呂
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
ハ
ー
ブ
の
資
格
を
持
つ
講

師
が
指
導
し
ま
す
。

日
時　
2
月
28
日
㈮

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
旭
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
師　
小
山
悦
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
協

会
理
事
）

定
員　
20
人（
申
込
順
）

費
用　
１
3
０
０
円（
材
料
費
他
）

申
込
方
法　
2
月
5
日
㈬
か
ら
窓
口
か

電
話
で
申
し
込
む（
月
曜
日
除
く
）

 

旭
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

０
４
９・２
６
７・１
７
７
７

市
民
大
学
ふ
じ
み
野

特
別
公
開
講
座

●
春
の
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

ピ
ア
ノ 

歌

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
オ
ペ
ラ

の
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
音
楽
家
に

よ
る
生
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　

日
時　
3
月
1
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場
所　
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　
①
佐
藤
茜
さ
ん・成
原
奏
さ
ん

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）＝
曲
目
：
愛
の

挨
拶
、
情
熱
大
陸
ほ
か
②
渡
邊
さ
く

ら
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）＝
曲
目
：
ト
ル
コ

行
進
曲
ほ
か
③
芦
沢
安
寿
さ
ん（
ソ

プ
ラ
ノ
）、
東
海
林
尚
文
さ
ん（
テ

ノ
ー
ル
）＝
曲
目
：
美
女
と
野
獣
、

ア
ラ
ジ
ン
、
タ
イ
ム 

ト
ゥ 

セ
イ
グ
ッ

バ
イ
ほ
か

対
象　
市
内
在
住・在
学
の
小・中
学
生

と
そ
の
保
護
者（
子
ど
も
の
み
の
申

し
込
み
は
不
可
）

定
員　
１
６
０
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
2
月
15
日
㈯

ま
で
に
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
で
申
し

込
む

 

市
民
大
学
ふ
じ
み
野
事
務
局

　

・
０
４
９・２
５
７・５
５
３
３

　
（
水・日
曜
日
、
祝
日
除
く
午
前
9
時

～
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日
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3
月
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日
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午
前
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時
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場
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ス
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ェ
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講
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川
上
万
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江
さ
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臨
床
心
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士
、
こ
こ
ろ
の
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談
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カ

ウ
ン
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ー
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対
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小
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が
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る
保
護
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込
順
）
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込
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月
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日
㈬
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ヒートショックにご注意ください
　温かいお風呂が心地良いこの季節です
が、一歩間違うと命の危険を伴う事態に。
暖かい部屋から寒い浴室へ移動する時
など、急激な温度変化により血圧が急変
し身体がダメージを受けることを「ヒート
ショック」といいます。ヒートショックは心
臓に負担をかけ、心筋梗塞や脳卒中を引
き起こす可能性があります。軽度の症状に

「めまい」「立ちくらみ」などがあります。
　症状が現れた場合は、その場にゆっく
りしゃがんだり、横になって落ち着くまで
安静にしてください。

予防のポイント
・浴室を十分に暖めてから入浴する。
・浴槽から出るときは、手すりや浴槽のへ　
　りを使ってゆっくり立ち上がる。
・事故の際の早期発見のため、周囲の人
　へ声をかけてから入浴する。

春季火災予防運動
　昭和23年に消防組織法が施行されたこ
とを記念し、３月７日は「消防記念日」と定
められています。この日を含む１週間（3
月1日㈯～7日㈮）に「春季全国火災予防
運動」を実施し、大型商業施設などで、
住民への防火指導や火災予防啓発品の配

ふじみ野市・富士見市・三芳町
入間東部地区事務組合  http://www.irumatohbu119.jp/  shobo@irumatohbu119.jp

■ 火災の問い合わせ　  049・263・0119（音声案内）
■ 救急病院のご案内　  049・261・6031（休日・夜間）

布を行います。詳しくは組合ホームペー
ジでお知らせします。また、空気が乾燥
し火災が発生しやすい時季が続きます。
火災による被害を減らすため、防火に対
する意識を高め、対策を行いましょう。

消防音楽隊の活動
　消防音楽隊は住民の防火意識の普及を
図る目的で活動しています。令和６年は
商業施設や公共施設などで15回演奏を
行いました。令和7年もさまざまな場所
で演奏しますので、ぜひお楽しみくださ
い。派遣演奏のお問い合わせは消防総務
課（ 049・261・6004）へお願いします。
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対象者数

1,288人

出席者数

845人

出席率

65.61％

　
１
月
13
日
、
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト

で「
二は

た

ち
十
歳
の
集
い
」を
開
催
し
ま

し
た
。
20
歳
を
迎
え
た
参
加
者
を

代
表
し
て
4
人
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

披
露
し
た
ほ
か
、
久
し
ぶ
り
に
再

会
し
た
友
人
と
の
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
中

学
校
の
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
当
日
の
写
真（
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ふ
じ
み
野
市

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
各
種
S
N
S
）

な
ど
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

「二十歳のメッセージ」を披露した皆さん

望
もちづき
月	楓

ふうか
花さん 有

ありすがわ
栖川	芽

め い
郁さん矢

や た が い
田貝	眞

まなと
人さん 森

もりたか
高	千

ちあき
晶さん

撮影：市民カメラマン安齋哲夫

撮影：市民カメラマン小松貞男

二
十
歳

二
十
歳
のの
集
い
集
い

令
和
七
年

令
和
七
年

2626
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イベント・会員募集について
●原稿締切　掲載希望月の前々月20日（土・日曜日、祝日の場合は前日）　●掲載回数　1団体、年間2回
●問合せ　広報広聴課（ 049・262・9003）　※ウェブフォームからも申込可。

 日時　  場所　  対象　  定員　  参加費　  会費　  入会金　  申込方法　  連絡先

イベント
●〈ヴェルディ作レクイエム 合唱〉体験会

①２月１６日㈰午前１０時～正午② 2 月
20 日㈭午後２時～４時 ステラ・イースト 

経験不問、初心者歓迎 １回につき１,０
00円 電話で申し込む ふじみ野第九
を歌う会（大橋 090・4828・1767）
●第21回キラリ☆ふじみ邦楽演奏会

２月２3 日㈷午後１時 30 分～ 4 時 富
士見市民文化会館キラリ 160 人 芝
きみ会（江面 049・266・3992）
●リトミック体験会

２月２5日㈫午前９時30分～10時１５分 
ステラ・イースト 1 ～ 3 歳頃の子と

親 10組 500円 ウェブから申し込
む ムジカビーズ（浅川 https://mus
icabeads.com/）

●登山クラブやまなみ（月 1 回定例山行
あり）

毎月第1火曜日午後7時30分～8時30
分 上福岡西公民館 月額６00円 
1,000円 矢吹（ ０４９・２６２・４５９６）
●リコーダー大井（第1水曜日は指導あ
り）

毎月第1・3水曜日午後0時30分～3時 
ふじみ野会館 月額1,500円  塚田

（ 070・2160・8088)
●フェアリーふじみ野新体操サークル

毎週金曜日（月3～4回）午後5時30分～
7時 さぎの森小学校 小学1年生～中
学生（初心者は小学3年生から） 月額
4,000円 2,000円 髙田（ 090・
3785・8967）
●大井古文書の会（江戸時代の文書解読）

毎月第3土曜日午後2時～4時 旧大
井村役場 初心者歓迎 月額1,300円 

篠澤（ 080・5195・2548）

●創立30周年記念「マジックショー」
3月2日㈰午後1時30分～3時30分 

サービスセンター  大井奇術団マジック
サークル（斉勝 080・5532・5706）

会 員 募 集

●フラダンス「Halau Kalei Puamelia 
Kaluhea」

毎月3回水・土曜日午後11時～正午 ス
テラ・イースト、フクトピア 大人(年齢不問) 

月額5,000円 薩摩（ 080・5536・
5215）
●ふじみ野健康麻将（マージャン）クラブ

毎月７回水・木・日曜日午前9時～午後4
時 ステラ・ウェスト、ステラ・イースト、
フクトピアなど 男女問わず経験者 月
額2,000円、年額2,000円 ２,000円 

山内（ 090・9821・3930）
　12月19日、東入間警察署、富士見市、三芳町
と合同で年末の犯罪被害防止などを呼び掛ける街
頭活動を行いました。市防犯推進会議加盟団体の
協力のもと、上福岡駅、ふじみ野駅周辺で啓発品
配布やパトロールなどの活動を行いました。

防犯意識を高めよう！
 東入間防犯・暴力排除年末キャンペーン

　12月22日、令和5年11月にオープンしたステラ・ウェストの
来館者数が50万人に達しました。これからも多くの皆さんが集
まり、楽しみや交流が自然
と生まれる「みんなの広場」
として、親しみを感じ、愛
される施設を目指してまい
ります。

▶50万人目の来館者、川崎
さんご家族に記念品を贈呈
しました。

令和6年度中学生「税についての作文」
受賞者の皆さん

●国税庁長官賞
　「税と子供の権利～未来に向け

て～」
　栗

くり は ら

原みのりさん（福岡中２年）　
●埼玉県納税貯蓄組合総連合会
優秀賞

　「命をつなぐ大切な税金」
　酒

さ か い

井千
ち づ る

鶴さん（葦原中１年）
　「日本の美を守る」
　久

く ぼ

保優
ゆ み こ

美子さん（大井東中３年）
●川越税務署長賞
　「巡り巡る税金」
　高

た か の

野友
ゆ う か

花さん（葦原中３年）　

おめでとうございますおめでとうございます
●第10回全国中学生フェンシング選手権大会
　男子団体戦優勝
　高

た か は し

橋麗
う る と

人さん（福岡中２年）

●川越税務署管内税務協力団体
協議会会長賞

　「学校に行けることのありがたさ」
　関

せきぐち

口清
せ い の す け

之介さん（葦原中２年）　
●関東信越税理士会川越支部長賞
　「日本の当たり前の学びに今、

想うこと」
　島

し ま も と

本美
み ゆ こ

悠子さん（葦原中３年）　
●ふじみ野市長賞
　「『税金』に込められた『期待』

を胸に。」
　中

なかじま

嶋咲
さ え

瑛さん（葦原中３年）　
●ふじみ野市教育長賞
　「未来への切符」
　大

おおしま

嶋礼
れ い

さん（葦原中３年）

　12月15日、富家病院presents第20回ふじ
み野市ロードレース大会を開催しました。
1km～5kmの全17部門に1,169人のランナー
が参加し、快晴の中ゴールまで疾走しました。
ゲストランナーの千

ち ば

葉真
ま さ こ

子さん、コモディイ
イダ陸上競技部元監督小

こ ば や し

林剛
た か し

志さん、同部所
属のアレックス・キプチルチル選手、ウィリー・
キプセレム選手、大

お お や ま

山憲
の り あ き

明選手、金
か ね こ

子晃
あ き ひ ろ

裕選手、
九
く し ま

嶋大
た い が

雅選手、元競歩選手の山
や ま ざ き

﨑勇
ゆ う き

喜さんが
市民ランナーの皆さんとコースを走り、沿道
の観客とともに大会を大いに盛り上げました。
　ロードレース大会の結果は、
市ホームページをご覧ください。

来館者数50万人突破！
 ふじみ野ステラ・ウェスト

ゴールを目指して全力疾走！
 富家病院presents第20回ふじみ野市ロードレース大会

撮影：市民カメラマン安齋哲夫

撮影：市民カメラマン松田雄一朗

撮影：市民カメラマン小松貞男
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＃ 7 1 1 9 ダ イ ヤ ル 回 線・I P 電 話・
PHS・県境での利用時は 048・824・
4199
聴覚に障がいのある人、音声・言語機
能に障がいのある人向けの医療機関
案内（医療相談を除く） 048・831・
0099
※24時間体制で、年齢を問わず相談・
医療機関を案内します（歯科・精神科を
除く）。
※入間東部地区事務
組合（ 049・261・
6031）でも24時間
体制で医療機関をご
案内しています。

各種相談

救急メモ

※予約が必要な相談もありますので、事前に担当課へお電話ください。

弁護士相談 相続、離婚、親権、債務整理、成年後見制度など法律問題全般
日 ①木曜日②月曜日　13時30分～16時30分 場 問

①市民総合相談室
262・9025

②大井総合支所1階
市民相談コーナー

「オアシス」
256・7871

司法書士相談 相続での不動産登記手続き､ 遺言に基づく登記手続きなど
日 ①第1・3・5金曜日②第2・4金曜日　9時30分～11時30分

行政書士による
生活総合相談

官公署に提出する許認可申請、生活の不安や困窮・家計相談など
日 ①月・水・金曜日②火～金曜日（第3水曜日を除く） 13時～16時

税理士による税務相談 所得税、相続税など税務全般
日 ①第1・2水曜日②第3水曜日　10時～12時、13時～15時

女性のための
DV・総合相談

DV（夫やパートナーからの暴力）、夫婦・親子など女性の悩み全般
日 月・火・木曜日、第1・3・5金曜日　10時～12時、13時～16時

問
市民総合相談室

262・9025

家庭問題に関する相談 離婚（子どもの養育費など）､ 子どもの悩み（不登校･引きこもりなど）など
日 第2・4金曜日　13時30分～15時30分

行政総合相談 国や特殊法人の仕事・制度に対する苦情や行政に関する意見など
日 第4水曜日　10時～12時

人権相談 嫌がらせ・名誉毀損・プライバシーの侵害などの人権に関すること
日 第1火曜日　13時～15時

土地建物相談 不動産取引や管理、賃貸借に関すること
日 第3水曜日　10時～12時、13時～16時

消費生活相談・債務相談 商品・サービスへの苦情・契約トラブル、借金の相談
日 月～金曜日　10時～12時、13時～16時

問  消費生活センター
263・0110

就職支援・職業相談 就職活動に関する相談・支援、仕事や職業の紹介
日 月～金曜日　10時～17時

問 ふるさとハローワーク
（市役所本庁舎2階）

266・0200

内職相談 内職仕事の紹介・斡旋、内職トラブルなど
日 火・水・金曜日　10時～12時、13時～16時

問 産業振興課
262・9023

外国人の生活相談 外国籍市民や日本語がわからない人の生活相談など
日 月 ・ 金曜日　13時～16時、火～木曜日　10時～16時

問  ふじみの国際交流センター
269・6450

中高層建築物（日影など）
相談

中高層建築物の建築による周辺への影響など
日 第3（8月のみ第4）木曜日　10時～16時

問 建築課
220・2069

マンション管理相談 管理組合の運営、修繕積立金、大規模修繕などに関すること
日 第2火曜日　13時30分～16時30分

木造住宅耐震・
リフォーム相談

建築士による無料簡易耐震診断や相談など
日 第3月曜日　13時30分～16時

空き家のワンストップ相談 空き家に関する相談、権利の整理、売却・賃貸の方法、解体、土地活用など
日 月～金曜日　9時～16時

子どもの発育・発達に
関する相談

18歳未満の子どもの発育発達に関する相談
日 月～金曜日　8時30分～17時15分

問 児童発育・
発達支援センター

293・7874

家庭児童相談 18歳未満の子どもに関すること、子どもとの関わり方などの相談
日 月～金曜日　9時～16時

問	 家庭児童相談室
（こども家庭センター内）

262・9034

教育相談 小学生・中学生の教育上の悩み、不登校に関する支援など
日 月～金曜日　10時～17時

問 教育相談室
266・1113

成年後見制度の相談 成年後見制度に関する相談、利用や手続き、支援など
日 月～金曜日　8時30分～17時15分

問 成年後見センター
（社会福祉協議会）

265・3606

障がい者に関する総合相談 障がい者の生活相談、就労相談など
日 月～金曜日　9時～16時

問  障がい者総合相談支援センターりあん（大井総合福祉センター内）
　•生活相談 266・1100　•就労相談 266・1186

高齢者に関する総合相談
介護・介護予防・福祉の面からの総合相談
日 月～土曜日
　 8時30分～17時15分

問 高齢者あんしん相談センター
　•ふくおか 261・1126　•かすみがおか 264・7620
　•つるがまい 256・6061　•おおい 261・3021

福祉に関する総合相談
生活や仕事、ひきこもりなどの相談
日 月～金曜日
　 8時30分～17時15分

問 ふくし総合相談センター
　•よりそい（市役所本庁舎2階） 262・8130
　•にじいろ（大井総合支所1階） 264・7204

こころの健康個別相談
日 2月21日㈮　 3月26日㈬
　13時30分～16時30分 　各回3人まで（申込順） 
※ZOOMのオンラインの相談もあります（要予約）。

場 ＝保健セ
ンター（フク
トピア内）

＝保健セン
ター分室（大井
総合支所2階）

＝総合福祉
センター

問 保健センター
293・9045

成人健康相談
（妊婦含む）

血圧・体脂肪率の測定、尿検査、健診結果の見方、健康・栄養相談など
日		 2月6日㈭、3月3日㈪★　 2月12日㈬★　 3月7日㈮　
　9時30分～11時　（★は成人歯科健康相談を実施します）

問 保健センター
262・9040

 東入間医師会　（ 049・264・9592）休日診療・夜間診療
場所 診療日 診療科目 時間

休日急患診療所
（駒林元町3・1・20）

日曜日、祝日、
年末年始 内科・小児科 9時～12時、13時～16時

19時～21時
休日在宅診療
※医療機関が当番で診療。

日曜日、祝日、
年末年始

外科 9時～16時
産婦人科 9時～17時

※当番医は、東入間医師会ホームページをご確認ください。
※平日夜間の小児時間外救急診療所は、現在休診しています。

●休日急患診療所の発熱外来
診療日　日曜日・祝日（予約制）
時　間　9時～12時、13時～16時

県救急電話・AI 救急相談

場所 電話

上福岡総合病院 福岡931 049・266・0111

三芳野第２病院 大原2・1・16 049・261・0502

富家病院 亀久保2197 049・264・8811

埼玉医科大学
総合医療センター

川越市
鴨田1981 049・228・3595

救急病院（24 時間体制）

休日開庁  2月23日㈷ 
時 8時30分～17時15分
場   市役所本庁舎、大井総合支所

※出張所は毎週日曜日も開庁してい
ます。
※休日納付は市役所本庁舎、大井総
合支所と出張所で行っています。

●固定資産税・都市計画税（4期）
●国民健康保険税（8期）
●介護保険料（8期）
●後期高齢者医療保険料（8期）

※納付は、手軽で便利な口座振替を
ご利用ください。そのほか、スマホ
アプリ納付、地方税お支払いサイト
を利用したクレジットカードやイン
ターネットバンキングなどでの納付

（介護、後期高齢者医療保険料は除く）、
コンビニ納付もご利用できます。

2月

納 期 限  2月28日㈮ 
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ふじみ野市消防団
特 集

今月号の表紙
「二十歳の集い」

1月１３日にステラ・ウェストで開催した「二
十歳の集い」で、久しぶりに懐かしい友人
たちと再会し、記念写真を撮る様子。個人住民税の申告および簡易な所得税の相談

ト ピ ッ スク

◀

来月号（令和 7 年 3 月号）は、
2 月 27 日 ㈭ ～ 3 月 2 日 ㈰ に
配布する予定です。 届かない
ときは、広報広聴課（ ０４９・
２６２・９００３）へご連絡ください。

印刷：たつみ印刷株式会社
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【発行】ふじみ野市役所　 049・261・2611

人の動き
令和 7年

1月１日 現在

ふじみ野市役所	 〒356・8501　埼玉県ふじみ野市福岡1・1・1	  049・261・2611  049・266・6245

ふじみ野市大井総合支所	 〒356・8555　埼玉県ふじみ野市大井中央1・1・1	  049・261・2811  049・266・6271

ふじみ野市役所出張所	 ふじみ野市サービスセンター 2階
	 〒356・0006　埼玉県ふじみ野市霞ケ丘1・2・7	  049・261・0353  049・261・0785

この印刷物は、グリー
ン基準に適合した印
刷資材を使用して、グ
リーンプリンティング
認定工場が印刷した
環境配慮製品です。

人　口▶114,559人（前月比－8）
 男＝56,618人（前月比－22）
 女＝57,941人（前月比＋14）

世帯数▶55,346世帯（前月比＋14）

市役所案内　市ホームページ　 https://www.city.fujimino.saitama.jp
開庁時間　月～金曜日午前８時３０分～午後５時１５分（祝日・年末年始を除く。日曜日の休日開庁は31ページをご覧ください）

▪今月号の主な内容▪

P.2▶
【特集】ふじみ野市消防団
P.8▶

【トピックス】
●個人住民税の申告および簡

易な所得税の相談
P.10▶

【ベビーとキッズ】
P.14▶

【学びの掲示板】
【歴史さんぽ】
P.18▶

【シニアライフ】
P.19▶

【情報アクセス】
P.26▶

【ふじみ野写真館】
【読者のひろば】
P.30▶

【各種相談】
【救急メモ】
裏表紙 ▶

【ふじみんのいいとこ探し】
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